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憎

相

地

帯

に

お

け

る

地

租

改

正

一

筑
摩
県
飯
田
地
方
を
中
心
と
し
て
一

渡

辺

隆

喜

は

じ

め

に

幕
末

・
維
新
期
を
通
じ
て
豪
農
と
呼
ば
れ
る
階
層
が
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
し
、
生
起
し
た
諸
事
件
の
性
格
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
地
租
改
正
に
お
い
て
も
、
豪
農
と
の
関
連
は
戦
後
の
三
〇
年
代
の
諸
研

究
に
お
い
て
多
か
れ
少

な
か
れ
関
説
さ
れ
て
お
り
、

研
究
史
上
の
重
要
な
論
点
の

一
つ
(-
)と
な

っ
て
い
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の

関
連

へ
の
接
近
の
仕
方
は
、

主
に
、

地
租
改
正
反
対
運
動
と

の
関
係
か
ら
行
な
わ
れ
る
場
合
が
多
く
(2
)、
改
租
事
業
実
施
の
具
体
的
状

況
に
お
い
て
そ
れ
自
体
を
政
治
的
経
済
的
観
点
か
ら
問
題
と
す
る

こ
と
は
比
較
的
少
な
か

っ
た
(3
)よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
く
に
、

豪
農

層
が
遂
行
し
よ
う
と
し
た
地
租
改
正
の
内
容
と
特
質
を
、
政
府
に
よ

っ
て
強
行
さ
れ
た
改
租
と
の
関
連
で
論
証
し

た
も
の
は
皆
無
で
あ

っ

て
、
た
め
に
、
結
果
と
し
て
の
地
租
と
そ
の
経
営
に
対
す
る
規
定
性
を
あ
き
ら
か
に
す

る
こ
と
な
く
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
場
合
が
多
か

っ
た
。
本
稿
は
、
筑
摩
県
に
お
け
る
飯
田
地
方
(4
)を
分
析
対
象
と
し
、
地
租
改
正
の
性
格
を
豪
農
経
営
と
増
租
と
の
関
連
に

お

い
て
あ
き
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
(5
)
。
方
法
的

に
は
、
地
引
帳
の
分
析
を
通
じ
て
豪
農
層
の
集
約
的
要
求
と

し

て
成
立
す
る
統

一
的

算
定
方
式
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
の
地
方
の
地
域
的
特
質
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
に
、
検
査
例
に
も
と
づ
き
配
付
さ
れ
る
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第1表 飯田地方の地租改正略年表

＼1全 国1飯 ・ 地 方

明治4年7月

5年2月

7

8

9

10

11

6年3月

5

7

9

7年3月

5

11

8年4月

5

8

11

12

9年 以 降

廃藩置県

田畑永代売買解禁
売買譲渡地地券奪付

一般地地券交付

地価取調規則

地方官会同

地租改正条例発布

地租条例第8章 追加

地租改正事務局活動
開始

新税施行承認

伊那県のほか飯田県設置 筑摩県(参 事永
山盛輝)に 合併 飯田支庁に分属

県下一般地地券交付布達

地券掛主任黒田直方巡村(伊 那諸村,入 札
法の意図につき騒ぐ)

(第1回)田 畑一筆限地引帳提出

実地反別。徳米調査指令

永山参事権令に昇進

(第2回)田 畑一筆限代価地引帳提出

地租改正条例県内布達

(第3回)田 畑一筆限地引帳提出

「田畑割引法」成立

(第4回)田 畑一筆限地引帳提出

収穫見込書提出,官 定地価決定

永山権令新潟県令に栄転

改正地引帳作成(第5回)改 組反対運動開
始

官
定
地
価
が
生
産
関
係

に
如
何

に

作
用
す

る
か
を
考
察
す

べ
く
意
図

し
て
い
る
。

飯
田
地
方
は
、
民
権
運
動
と
の

関
連
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
発
生
を

み
な
い
諏
訪
地
方
、
豪
農
民
権
期

に
活
躍
す
る
松
本
地
方
に
対
し
、

典
型
的
増
租
地
帯
と
し
て
地
租
改

正
反
対
運
動
か
ら
政
府
転
覆
の
激

化
事
件

へ
と
発
展
す
る
地
域
で
あ

り
、
政
治
史
の
基
礎
的
条
件
を
解

明
す
る
う

え
に
も
好
条
件
を
具
え

て
い
る
。

な
お
、

こ
の
地
方
に
お
け
る
地

租
改
正
の
実
施
過
程
を
概
観
す
れ

ば
、
略
年
表
に
よ

っ
て
あ
き
ら
か

な
よ
う
に
改
組
政
策
の
転
回
が
内

容
に
み
ら
れ
る
地
引
帳
の
提
出
時

を

一
つ
の
画
期
と
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
第

一
期
に
五
年
八
月
か

ら
同
年

一
〇
月
ま
で
、
反
別
の
検

地
帳
照
合

に
よ
る
壬
甲
地
券
交
付

63



過
程
。
第
二
期
は
五
年

一
一
月
よ
り
六
年
八
月
ま
で
、
実
地
反
別
調
査

(六
尺

一
分
竿
、
三
〇
〇
坪

一
反
に
統

一
)
と
作
徳
米
調
査
に
よ

る
実
価
取
調
の
時
期
。
第
三
期
は
六
年
九
月
よ
り
七
年
三
月
ま
で
、
各
村
苺
の
地
価
算
定
期
、
第
四
期
は
七
年
四
月
よ
り
八
年
四
月
ま
で

村
位

・
地
位
等
級
体
系
の
成
立
に
よ
る
算
定
方
式
の
統

一
化
過
程
。
第
五
期
は
八
年
五
月
よ
り
同
年

一
二
月
ま
で
、
官
定
地
価
の
各
村

へ

の
配
付

に
よ
る
政
府
意
図
の
貫
徹
過
程
。
第
六
期
は
九
年
に
入
り
、
地
価
の

一
筆
毎

へ
の
引
当
と
改
租
反
対
運
動
開
始
期
で
あ
る
。

地
租
改
正
の
事
業
が
、
土
地
の
整
理
と
測
量
に
は
じ
ま
り
地
価
算
定
後
の
新
税
施
行
の
許
可
に
よ

っ
て
終
了
す

る
と
す
れ
ば
、
こ
の
地

方
の
地
租
改
正
は
明
治
五
年

一
一
月
よ
り
八
年

一
二
月
に
至
る
過
程
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
金
納
定
率
地
租
の
方
針
が
確
定
し
、

そ
の
方
向
に
そ

っ
て
算
定
が
行
な
わ
れ
る
六
年
九
月
よ
り
八
年

一
二
月
ま
で
を
対
象
と
し
た
。

ω

こ
の
点
に
つ
い
て
は
丹
羽
邦
男
氏

「地
租
改
正
」
日
本
歴
史
二
〇
〇
号
参
照

ω

た
と
え
ば
、
原
口
清
氏

「地
租
改
正
を

め
ぐ

る
静
岡
県
民
の
動
向
」
歴
史
学
研
究
二

一
〇
号
。
大
槻
弘
氏

「
地
租
改
正
反
対
運

動
」
大
阪
経
大
論
集

一
八
な
ど

㈲

最
近
で
は
有
元
正
雄
、
太
田
健

一
氏

「地
租
改
正
と
地
主
豪
農
層
一

岡
山
県
地
租
改
正
反
対
闘
争
を
中
心
と
し
て
一

」
土
地

　

制
度
史
学

一
一
号
、
こ
れ
は
絶
対
主
義
政
府
プ
ラ
ン
に
対
し
農
民
的
地
主
的
プ
ラ
ン
が
基
本
的
対
抗
関
係
と
し
て
配
さ

れ

て

い

る

6

が
、
政
治
分
野
の
解
明
が
主
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
生
み
で
す
経
済
構
造
に
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
云
わ
れ
る
と
こ

ヘ

ヘ

へ

ろ
の
両
者
の
基
本
的
対
抗
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
。

ω

筑
摩
県
は
松
本
本
庁
の
ほ
か
、
飛
弾
高
山
支
庁
と
こ
の
飯
田
支
庁
に
分
轄
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
の
飯

田
地
方
と
は
、
こ
の
支

庁
管
内
を
さ
す
。
の
ち
の
下
伊
那
郡
と
上
伊
那
郡
の

一
部
が
属
す
る
。

㈲

こ
の
地
の
地
租
改
正
を

と

り

あ

げ
た
業
績

に
は
、
後
藤
靖
氏

「
下
伊
那
郡
地
租
改
正
反
対

一
揆
」
、
伊

那

一
九
五
六
年

一
一
月

・号
。
こ
れ
を
理
論
的
実
証
的
に
拡
大
さ
れ
た

「
自
由
民
権
運
動
と
農
民

一
揆
」
、
京
都
大
学
人
文
学
報
七
。
平
沢
清
人
氏

「
長
野
県

下
伊
那
地
方
に
お
け
る
地
租
改
正
を
め
ぐ
る
農
民
の
抵
抗
」
信
濃

一
〇
の

一
〇
。
青
山
秀
彦
氏
.
「
『
農
民
的

地
価
算
定
案
』
の
内
容

と
特
質
」
地
方
史
研
究
五
四
。
同

「
地
租
改
正
実
施
を
め
ぐ
る
対
立
と
闘
争
の
諸
形
態
」
歴
史
評
論

一
九
六
二
年

=

月
号
。
そ
の

他
、
古
島
敏
雄
氏

「
明
治
初
年
に
お
け
る
農
民
階
層
の
分
化
一

地
租
改
正
地
引
帳
に
表
わ
れ
た

一
農
村
事
情
1
」
農
業
経
済
研
究

二
六
の
四
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
改
租
反
対
運
動
と
豪
農
と
の
関
連
や
、
算
定
方
式
自
体
の
検
討
お
よ
び
地
引
帳
の
み
の
分
析
で



あ
る
が
、
経
営
と
地
租
の
関
連
を
農
民
独
自
に
提
起
し
た
算
定
方
式
と
の
対
比
で
把
握
し
た
も
の
で
は
な
い
。

1
、
飯
田
地
方
の
位
置

地
租
改
正
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
地
租
を
も

っ
て
高
率
地
租
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
、
極
め

て

古

く

か
ら
通
説
化
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
旧
租
と
の
量
的
継
承
度
に
お
い
て
、
ま
た
、
農
民
的
剰
余
分
の
収
奪
作
用
を
も

っ
て
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
、
必
然
的
に
地
租
の
封
建
的
性
格
が
立
論
さ
れ
る
が
、
実
は
、
高
率
地
租
の
高
率
た
る
所
以
は
結
論
と
し
て
通
説
化
し
て
い
る
ほ
ど
に

明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
幕
藩
社
会
内
部
に
み
ら
れ
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
関
係
と
、
そ

の

う

ち

に
お
け
る
剰
余
蓄
積
の
度
合
如
何

が
、
主
穀
経
営
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
検
査
例
上
の
取
分
比
率
の
分
析
よ
り
帰
結
さ
れ
た
国
家
取
分
を
も

っ
て
論
じ
ら

れ
、
そ
の
相
互
規
定
的
関
連
が
実
証
さ
れ
て
い
な
い
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
右
の
如
き
関
連
究
明

へ
の
前
提
と
し
て
、
生
産
カ
ー

耕
地
増
加
率
ロ
改
出
率
、
収
穫
量

(反
収
)
等
と
増
租
率

か
ら
、
飯
田
地
方
の
位
置
づ
け
を
簡
単
に
し
て
お
こ
う
。

56

ま
ず
、
筑
摩
県
の
改
租
結
果
を
、
農
民
申
告
額
と
の
対
比
で
示
し
た
第
二
表
を
検
討
し
て
お
く
。
改
租
前
と
決
定
は
、
新
税
施
行
を
政

府
に
伺

い
承
認
を
得
た
数
値
で
あ
る
が
、
農
民
申
告
額
は
、
政
府
の
方
針
で
あ
る
検
査
例
の
強
制
的
適
用
を
受

け
る
直
前
ま
で
に
県
内
各

地
に
お
い
て
農
民
の
独
自
に
提
起
し
た
算
定
で
行
な
わ
れ
た
結
果
の
総
額
で
あ
る
。
農
民
独
自
の
算
定
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
各
地
に

お
け
る
独
自
の
米
価
、
利
率
、
取
分
比

(旧
租
維
持
)
に
よ
る
も
の
で
、
千
差
万
別
の
算
定
法
を
通
じ
て
決
定
さ

れ

た
結
果
で

あ

る
た

め
、
か
え

っ
て
、
当
時
の
実
際
を
示
し
、
賃
金
の
改
租
前
に
対
す
る
農
民
申
告
額
の
低
下
も
、
改
租
使
用
相
場
と
し
て
県
下
が
画

一
化
さ

れ
た
前
者

(ま
た
は
決
定
租
)
に
対
し
、
後
者
は
、
地
域
差
を
も

つ
前
期
的
市
場
の
諸
物
価
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
と
こ
ろ
が
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
あ
き
ら
か
な
こ
と
は
、
ま
ず
反
別
に
お
い
て
、
旧
に
対
す
る
新
反
別
が
申
告
反
別
で
七
六
%
、
決
定
反
別
で
七
三
%
増
加

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
申
告
に
対
す
る
決
定
反
別
の
減
少
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
な
さ
れ
た
か
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
決
定
反
別
に
よ

る
改
出
率
七
三
%
を
、
と
く
に
、
信
濃
側
に
限

っ
て
地
目
別
改
出
率
を
み
れ
ば
、
水
田

一
一
四
%
、
畑
五
七
%
と
な
る
。
土
地
改
出
率
を

全
国
的
に
み
れ
ば
、
右
の
比
率
は
水
田
で
全
国
最
高
を
、
畑
に
お
い
て
も
平
均
以
上
と
な

っ
て
い
る
。



が 伊 ら 第2表 筑摩県改租結果表(信 濃 ・飛弾)
れ
る
よ
う
に
、
県
全
体
の
改
出
(

那
郡
は
ほ
ぼ
平
均
値
を
し

め
す

、
上
下
伊
那
郡
の
比
率
は
他
と
臨

＼
反 別

収 穫 量

反収(田)

貢 米

賃 金

粗率(田)

A改 租前

471821反
『

381495石

1.13石

(τ54102石)

54,0081円

49.1%

・明灘 騨

828742

田畑777810

1.418

45,8457

・携饒

814982

田 畑 宅732408

1.32

(178782)

63,4511

25

旦
A

176

203

125

85

C
五

173

182

116

117

C

「B

8

4

Q
り

9

Q
り

O
V

128

冊編文公側
頭
価

61

の

物

着

も

候

中

た

用
」

し

相

料

算

に
資

換

例
礎

外

で

査
基

除
価

校

正

を
用
定

付
改

畑
使

推

二
相

田
定

は
正
地

走
算

内

改
年

未

は
)

租
初
地
治

畑

豆

替
大

(

「

明

切

の
捨

年
「

中

方
切

8
書

種

畑
下

治
文

一
は
以

明
庁県

増
量

円

有

穫
米

料

野

民
収

石
史

長

L

2
,
3
.
4
.

の

多

く

は
南

北

安

曇

郡

と

西

筑

摩

、

・
に

す

ぎ

な

い
、

比

較

す

る

と
や

や
高

い

こ

と
が

し

れ

よ

う
。

収
穫
量
は
申
告
額
に
お
い
て

一
〇
三
%
、
宅
地
見
積
り
収
穫
を
含
む
決
定
額
に
お

い
て
九
一.一%
の
増
加
率
と
な
り
、
反
別
増
加
に
と
も
な
う
平
均
反
当
収
量
の
減
少
も

み
ら
れ
ず
、
土
地
生
産
力
の
上
昇
と
改
出
増
に
よ
る
農
民
的
な
土
地
所
有
前
進
の
基

礎
的
条
件
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
申
告

収
量
に
対
し
決
定
収
量
は

減
少
し
て
い
る
が
、

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
別
稿
(-
)で
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。

田
の
場
合
の
み
表
示
し
た
収
量
に
対
す
る
貢
租
額
は
、
旧
粗
率
額
五
割
か
ら
新
粗

率
二
五
%

(畑
は
二
八
%
よ
り
二
四

・
三
%
)

へ
減
少
す

る
が
、
こ
の
よ
う
な
新
種

は
、
各
県
と
も
に
全
収
量
中
の
ほ
ぼ
二
五
%
と
な
る
全
国
的
傾
向
の

一
つ
を
し
め
て

い
る
。
た
だ
、
筑
摩
県
の
場
合
、
農
民
申
告
収
量
が
多
い
こ
と
か
ら
現
実
に
は
や
や

低
め
の
粗
率
と
な
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

反
別
お
よ
び
収
獲
量
の
右
の
如
き
状
態
に
対
し
、
貢
金

は
上
昇
を
示
す
。
改
租
前

と
決
定
と
で
は
新
旧
同
価
の
場
合
九
、
四
万
円
、
ま
た
、

年
4
石
代
値
段
平
均
で
は

一
〇
万
円
余
の
増
租
と
な
り
、
こ
の
増
租
分
を
改
出
新
反
別
に

よ
り
除
し

て

み
れ

ば
、
反
当
憎
相
額
は
、
全
国
的
に
小
田
県
に
つ
ぐ
増
租
地
と
な

っ
て

い

る
。
と

く

に
、
農
民
申
告
地
租
と
決
定
地
租
と
の
差

一
七

・
六
万
円
の
増
額
分
は
、
在
地
米
価

の
ほ
か
農
民
独
自
の
見
立
て
に
よ
る
諸
因
子
を
も
つ
算
定
に
よ

っ
た
農
民
の
地
租
改

正
と
、
国
家
的
意
図
貫
徹
下
の
そ
れ
と
の
量
的
な
差
を
明
確
に
す
る
。

右
に
み
ら
れ
た
結
果
を
、
郡
段
階
に
お
い
て
検
討
す
れ
ば
第
三
表
が
え
ら
れ
る
。

各
郡
の
土
地
改
出
と
租
額
と
を
収
量
と
の
関
係
で
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
み

諏
訪
郡
の
水
田
に
よ

っ
て
担
わ
れ
、
飯

田
支
庁
管
内
に
属
す
る
下

増
租
率
に
お
い
て
も
、
最
高
の
西
筑
摩
、
北
安
曇
は
土
地

改
出
と
無
関
係
で
は
な
い

66



租 こ な 第3表 各 郡 の 新 旧 租 比 較 表'

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
や
は
り
平
均
的
結
果

う
。
改
出
率
と
増
粗
率
の
関
係
を
し
め
し
た
第
四
表
に
よ

改
正
反
対
運
動
と
の
関
係
を
み
れ
ば
、
そ
の
中
心
村

＼
北安曇郡

南安曇郡

東筑摩郡

西筑摩郡

諏 訪 郡

上伊那郡

下伊那郡

黒改碑

、器%

111

11

1躬

1器

窪

麗

旧租米

石
9763

16663

26562

2421

17925

19942

25211

新租米

石
15652

19389

29864

3972

21018

28841

39158

増粗率

%
60

16

12

64

17

44

55

新 高

万 石

8.4

11.9

15.1

4.2

12.5

14.7

14.3

新粗率

%
18.4

16.3

19.8

9.4

16.7

19.6

27.3

鹸

ゆ

.、
の
点
、
さ
ら
に
明
確
に
す
・
た
め
の
手
が
か
か
り
と
し

職
批

辞
瑚
埜
鯉
鳳雛
鶴
無
難
鰻
捌離
裂

織

鳶
繋
ボ講
瀬
転
誹
寧螂講

の

蹄

的
な
新
相
傘
の
二
五
髪

上
廻
る
結
果
と
な

・
て
い
る
・
大

蝿

散

書

薯

が
、
全
国
的
に

「地
租
改
正

・
為
・
苦
情

・
最
も
多
キ

し

収

計

地

方

(2
)」

と
指

摘

し

た
飯

田
地

方

の
実

態

の

一

つ

が
、

こ

反

)

外

統

除で

均

合

除

県

の

よ

う

な

粗

率

面

に
具

象

化

さ

れ

て

い

る
。

緬

灘

鋳

こ
の
表
に
よ
り
・
筑
摩
県
の
琶

を
整
理
す
れ
ば
・
望

　灘

　　鱗
　　　　　　

1

2

.3
4

右
の
検
討
か
ら
、
飯
田
地
方
の
特
色
が
大
凡
あ
き
ら
か
に

に
す
ぎ
な
い
が
、
さ
ら
に
立
入

っ
て
下
伊
那
郡
に
お
け

る
各
村
の
結
果
を
み
て
お

67

れ
ば
、
ほ
ぼ
両
者
は
照
応
し
た
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
れ
に
対
し
地

は
必
し
も
改
出
率
、
増
粗
率
と
も
に
高
い
地
域
で
は
な
い
。
両
者
と
も
に
高

い
地



計

2

1

1

4

2

4

2

2

4

3

2

4
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第4表 飯 田 地 方 の 改 租 結 果

増 粗 率

・一 ・・z・一 ・・3・一・・4・一 ・・5・一 ・・i・・一・・i・・一 ・・ド0砺gl磁
》100

〕0%以 上

1

1

2

1

1

2

4

＼

1

1

2

市田村
2
1

3

村

1

1

3

夫

郷

信

-

上

村

1

1

1

1

4

　

　

　

リ

ユ

ユ

ユ

　

尾

…

堅

松

村

…

久

村

ユ

け

ユ

見

…

里

村

…

1

1

…

1

3

1

1

…

2

0～20

20～30

30～40

40～50

50～60

60～70

70～80

80～90

90～100

100～150

150～200

200%以 上

計

土

地

故

由

率

顯

醐
騨

騙

瀦

囎
熊

蝉

漉

暢

齢

鱒
幅
銀

線

載

廟

部
の
沓

・
磐

地
帯
に
属
し
て
い
・
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
者
の
関
係

概

で
・
の
村
の
特
色
姦

括
す
れ
ば
、
改
出
に
対
す
・
憎
相
が
讐

に

期

お
い
て
相
対
的
重
圧
と
な
・
幾

で
あ
り
、
県
内
に
お
け
る
飯
田
地

鶏

方
の
位
馨

袈

に
象
徴
す
。
地
帯
で
あ
.
た
と
麦

。
う
。

梛
」

そ
こ
で
、
以
下
、
こ
の
地
租
改
正
反
対
運
動
地
帯
を
例
に
と
り
、

増

4

豪
農
層
と
の
関
連
で
具
体
的
に
検
討
す
る
。

ま
ず
、
改
租
期
に
お
け

概
⇔

る
生
産
難

の
特
色
を
あ
き
ら
か
に
し
、

そ
の
う
え
に
行
な
わ
れ
た

出
際

地
租
改
正
を
地
価
算
定
方
式
を
中
心
に
検
討

し
、
最
後
に
結
果
と
し

改

は

,(
村

て
算
出
さ
れ
た
地
租
と
生
産
力
と
の
規
定
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に

8

器

よ
・
て
地
租
改
正
の
階
級
的
性
肇

考
え
て
み
た
い
。

6

犠

こ
・
で
は
、
と
く
に
、
伊
那
郡
信
夫
村

(明
治
八
年
、
下
川
路
、

醐

軸

上
川
路
、
時
又
、
桐
林
、
長
野
原
、
駄
科

の
各
村
合
併
)
の
う
ち
、

晦

下
川
路
村

(明
塗

四
年
分
村
)
を
忠

緩

討
す
る
。
・統

一
算
定

運

方
式
の
成
立
に
中
心
的
役
割
を
果
す
郡
村
総
代
を
出
し
、
地
租
改
正

鮒

反
対
運
動
に
は
磯

上
川
路
の
森
多
平
を
忠

と
す
・
指
導
部
を
構

糖

成耐錨

徽

輸

讐

豪農・改組の

藷

ω

死

相
関
係
嘉

峯

」
明
治
前
期
財
成
経
箆

科
集
成
七

L
3
、

巻
三
八

一
頁

以
下

「彙
算
」
集
成

と
略9



2

、
改

組

期

の

生
産

構
造

、

ω

,
対
象
地
の
性
格
。
下
川
路
村
は
飯
田
の
南
天
竜
川
西
岸
に
位
置
し
、
飯
田
を
中
心
と
す
る
盆
地
の
縁
辺
部
を
な
す
天
竜
峡
周
辺
の

村
落
で
あ
る
。
徳
川
期
の
支
配
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
元
和
元
年
に
幕
領
よ
り
尾
張
支
封
、
美
濃
高
須
城
主
松
平
摂
津
守
の
所
領
と
な

り
、
明
治
に
至

っ
て
版
籍
奉
還
を
む
か
え
た
。
村
高

一
二
三
〇
石
は
周
辺
諸
村
に
比
較
し
て
大
村
の
部
に
属
す

る
。

地
目
の
比
率
は
信
夫
村
全
体
で
は
水
田
が
高

い
が
下
川
路
村
で
は
、
畑
地
と
の
比
率
は
ほ
ぼ
相
等
し
く
、
米
作
の
み
が
農
業
生
産
の
す

べ
て
で
は
な
い
。

「植
骸
は
桑

・
楮
を
以

っ
て
最
と
」
(-
)し

「製
造
物
は
紙
を
以

っ
て
最
と
す
。
東
西
に
運
輸
す
、

亦
繭
糸
之
に
次
ぐ
」

と
あ
る
よ
う
に
紙
漉
業
と
養
簸
が
主
要
な
副
業
を
な
す
(2
)。

信
夫
村
全
戸
数
八

一
四
戸
中
、

一
六
〇
戸
、
人
数
八
○
○
人

(約
二
割
)
は
紙
漉
業
者
と
し
て

「
=
　
其
業

に
従
事
」
"
専
業
化
を
強

め
て
お
り
、
下
川
路
村
で
も
同
様
な
傾
向
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
養
籏
に
お
い
て
も
(3
)、
明
治
八
年
前

後
で

総
戸
数
二
四
九
戸

　

中
、
舞
種
製
造

一
四
戸

(生
産
額
八
七
五
校
)
養
簸
農
家
九
六
戸

(明
治

一
四
年

一
二
〇
戸
産
額

一
八
三
石
余
)
、
繭
仲
買

一
〇
戸
、
生

6

来
宮
業
人

一
七
戸
、
豪
農
四
戸
を
出
資
者
と
す

る
器
械
製
系
場

(
一
二
人
取
)

一
ケ
所
等
が
成
立
し
、
生
糸
職

工
の
存
在
も
み
ら
れ
共
同

体
内
部
の
分
業
関
係
が
形
成
さ
れ
、
同
時
に
、
生
糸
を
通
じ
て
遠
隔
地
市
場

(横
浜
)
に
ま
き
こ
ま
れ
つ
つ
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
水
田
生
産
力
は
平
均
反
収

一
石
五
斗
五
升
で
支
庁
管
内
で
は
上
位
を
占
め
る
。
明
治
七
年
村
位
等
級
に
お
い
て

一
五
等

中
三
等
に
位
置
レ
、
二
二
ニ
ケ
村

(合
併
前
村
数
)
中
上
位

一
〇
ケ
村
に
次
い
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
下
川
路
村
以
外
の
、
信
夫
村
に
吸

収
さ
れ
る
他
の
諸
村
も
す

べ
て

一
等
よ
り
三
等
ま
で
に
含
ま
れ
、
管
内
の
高
生
産
力
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。

ω

所
有
関
係
と
経
営
。
明
治
七
年
に
お
け
る
下
川
路
村
の
総
面
積
の
う
ち
、
耕
地

一
八
六
町
歩
余
そ
の
内
訳
は
第
五
表
の
よ
う
に
な

る
。

小
作
地
率
は
田
に
高
く
畑
に
低
い
、

平
均
反
収
に
対
し
小
作
地
反
収
が
高
く
、

高
生
産
力
地
の
小
作
地
化
を
示
す
。

こ
の
総
耕
地

は
、
二
二
二
戸

(入
作
者
を
除
く
、
ま
た
、
他
村
所
有
地
を
含
ま
な
い
)
に
よ
り
耕
作
さ
れ
る
が
、

こ
の
農
家

の
所
有
と
経
営
と
の
関
連

を
み
た
も
の
が
第
六
表
で
あ
る
。

所
有
関
係
の
特
徴
的
な
点
は
、
無
所
有
者
の
存
在
と
実
質
的
に
無
所
有
に
近

い

一
反
未
満
層
の
三
二
%
に
及
ぶ
存
在
で
あ
り
、
生
活
手



第5表 下川路村自小作別反別表

田

畑

計

自 作

6082セ

9544

15626

小 作

2608セ

461

3069

収穫量

1348石

821

2169

比 率

自 作1小 作

70%

95.4

83.5

30%

4.6

16.5

反当収量

1.55石

0.82

小作地
反 収

2.06石

1.29

1収 量は表裏作含む

2明 治7年3月 田畑一筆限地引帳 川路支所文書(以 下、特別にことわ らぬ場合

すべて同じ)

第6表 一 戸 当 り 所 有 ・経 営 表

100以 上

50-100

30-50

20-3(

15-20

10-15

7-10

5-7

2.5-5

1-2.5

1反 以 下

無

計

A所 有地

1090セ

742.

405

252

173

124

81

57

36

17

3

B貸 付地

416セ

292

92

42

1

1

1

C経 営 地

674セ

450

315

222

175

127

92

66

51

37

13

旦貸付率
A

38%

39

23

17

1

1

4

2

A-B

C

自作率

%

9

4

9

7

8

7

9

6

8

9

9

9

9

8

8

6

4

2

長経営率

62%

61

77

83

101

99

99

116

142

218

433

階 層 構 成

所 司 経 営

1

4

6

8

7

9

9

1

8

4

4

8

9

1

1

1

3

5

5

2

42

2

9

6

0

7

8

8

7

4

9

1

9

1

2

1

2

4

3

3

2

42

じ同と表　料史3入五拾四下以徽剛率比2
。

捨切は下以畝1
.

段
を
他
に
求
め
ね
ば
な

ら
な
い
再
生
産
不
可
能

な
五
反
未
満
の
零
細
所

有
者
は
、
実

に
、
七
〇

%
に
達
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ら
貧
農
層
の

労
働
力
再
生
産
の
た
め

に
前
述
の
余
業
が
存
在

す
る
が
、
こ
の
余
業
に

基
づ
く
再
生
産
基
盤
の

狭
隙
性
は
、
彼
等
を
し

て
常
に
小
作
予
備
軍
た

ら
し
め
て
い
る
。
村
内

最
大
の
所
有
者
は

一
〇

・
九
町
の

一
戸
の
み
で

あ
る
が
、
村
内
全
耕
地

の
四
〇
%
は
、
三
町
以

上
所
有
者

一
一
名
に
よ

り
占
め
ら
れ
る
。
し
た

が

っ
て
、
地
主
小
作
関

係
が
成
立
し
端
緒
的
な

地
主
的
土
地
所
有
の
形

70



成
も
み
ら
れ
、
小
作
地
総
面
積
の
八
五
%
を
受
作
す
る
五
反
未
満
所
有
者
層
が
小
作
人
化
の
傾
向
を
強
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
貸
付
率
は
、.
自
作
率
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
者
の
低
さ
と
後
者
の
高
さ
は
所
有
と
経
営
と
が
照
応
関
係
に

あ
り
、
地
主
小
作
関
係
の
未
発
展
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
比
率
に
よ
り
、
貸
付
率
三
八
%
以
上
、
所
有
地
中
の
経
営
率
六
二
%
以
下
を
豪

農
、
貸
付
率

一
七
%
以
上
経
営
率
八
三
%
以
下
を
富
農
、
所
有
地
に
対
す
る
経
営
地
が
ほ
ぼ
等
し
い
経
営
率
九
九
%
よ
り

=

六
%
を
中

農
、
自
作
率
七
〇
%
以
下
経
営
率

一
四
二
%
以
上
を
貧
農
と
す
れ
ば
、
所
有
に
お
い
て
五
町
以
上
、
五
町
以
下

二
町
以
上
、
二
町
以
下
五

反
以
上
、
五
反
以
下
に
区
分
さ
れ
、
戸
数
に
お
い
て
二
五
一尺

一
四
一尺

五
六
戸
、

一
七
四
戸
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
分
解
の
起
点
は
、
当
村
に
お
い
て
は
安
永
1
天
保
期
に
み
ら
れ

(史
料
省
略
)
、
す
で
に
天
保

期
に
お
い
て
後

へ
の
移
行

を
し
め
す
明
治
初
期
に
等
し
い
戸
数

に
到
達
し
て
お
り
、
五
反
以
下
層
は
全
体
の
約
八
割
を
占
め
、
以
降
、
明
治
に
至
る
過
程
で
五
反
～

二
町
の
中
間
層
が
減
少
し
両
極
分
化
が
進
ん
で
い
る
。
前
述
階
層
関
係
は
こ
の
到
達
点
に
位
す
る
(-
)
。

以
上
、
所
有
を
簡
単
に
み
て
き
た
が
、

つ
ぎ
に
経
営
を
検
討
し
よ
う
。
右
階
層
区
分
中
、
各

を
の
典
型
と
し
て
五
～

一
〇
町
、
二
～
三

町
、

一
～

一
・
五
町
、
二

・
五
～
五
反
層
の
特
色
を
み
れ
ば
、
経
営
規
模
と
そ
の
内
容
は
第
七
表
の
よ
う
に
な

る
。
み
ら
れ
る
特
色
は
、

①
豪
富
農
の
所
有
に
対
す
る
経
営
中
、
畑

に
対
し
、
水
田
の
減
少
が
み
ら
れ
、
貧
農
は
そ
の
逆
の
関
係
に
あ
る
こ
と
。

つ
ま
り
、
地
主
小

作
関
係
は
水
田
に
成
立
し
て
い
る
。
②
豪
富
農

ほ
ど
所
有
中
の
二
毛
作
地
率
が
高
い
が
、
そ
れ
は
、
貸
付
地
と
し
て
小
作
地
化
さ
れ
る
度

合
が
強
い
こ
と
。
③
豪
富
農
ほ
ど
桑
畑
を
所
持
す
る
度
合
が
高

い
こ
と
、

こ
れ
は
小
作
地
化
せ
ず
殆
ん
ど
所
有
者
の
経
営
で
あ
る
た
め
、

桑
畑
に
所
持
に
も
と
ず
く
養
叢
収
入

(
明
治
六
年
菱
蟹
農
家

=
　
当
り
)
各
を
、
六
五
円
、
一
=

円
、
二
七
円
、

=

円
も
そ
の
経
営
者

属
し
て
い
る
。

右
の
如
く
、
集
積
し
た
水
田
の
二
毛
作
地
が
小
作
地
化
さ
れ
る
こ
と
は
、

こ
の
地
が
旧
体
制
下
の
高
免
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
貢
租
率
の

高
さ
と
裏
作
の
発
展
に
よ
る
剰
余
の
形
成
を
高
額
小
作
料
と
し
て
収
奪
し
、
同
時
に
、
両
毛
作
に
と
も
な
う
生
産
費
負
担
を
小
作
人
に
転

嫁
す
る
可
能
性
を
も

つ
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
営
地
中
に
お
け
る
二
毛
作
地
の
比
率
は
、
貸
付
地
と
し
て

放
出
し
た
豪
富
農
層
に
も
未
だ
高
く
、
桑
畑
所
有
に
よ
る
収
入
の
多
額
さ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
生
産
者
的
性
格
が
強
い
。
こ
の
点
、
次
に

み
る
反
当
収
量
の
高
さ
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。

・

第
八
表
は
階
層
別
生
産
表
で
あ
る
が
、
所
有
反
別
に
お
け
る
生
産
額
で
あ
る
た
め
経
営
上
の
収
穫
額
で
は
な

い
。
し
か
し
、
所
有
と
経

71



第7表 一 戸 当 り 経 営 規 模

貸付地
中
二毛作地

桑 畑
所有中あ二毛作地営経有所

畑田畑田畑田＼

}・

田42%

畑8800

26。07畝

12.27

3.18

1.21

76%

73

66

61

27%

29

21

20

254畝

119

68

24

195畝

100

57

26

296畝

122

67

23

445畝

130

58

13

豪 農

富 農

中 農

貧 農

(明治7年)

明治7年 田畑一筆限地引帳

第8表 階層別生産表(一 戸当 り)

(表 作)
反 当収量茶楮桑ソ バ小豆小麦大豆米1大 麦＼
1.52

1.43

1.45

1。41

0.591.0

35.8

22,4

5.6

177.9

49.3

29.5

13.0

0.07

0.04

0.06

0-02

0.02

0.04

0.09

0.05

8.11

2.93

1.37

0.55

12.88

4.80

2.20

0.79

14.55

4.71

1.89

0-29

67.81

18.61

8.39

1.86

農

農

農

農

家

宮

中

貧

富
と
が
照
応
関
係
に
あ
る

こ
と
、
地
主
小
作
関
係
の

未
発
展
の
こ
の
段
階
に
お

い
て
は
右
表
の
数
値
か
ら

大
勢
を
推
察
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
豪
富
農
層
ほ
ど
主
要
雑
穀
と
桑
楮
の
産

貫は

額
が
多
く
、
反
当
収
量
も
多
い
。
し
か
も
、
各
反
収

喋

は
、

い
ず
れ
も
、
こ
の
地
方
の
旧
反
収

一
石
三
斗
六

儲

升
よ
り
多
く
土
地
生
産
力

の
増
大
を
示
す
。
の
ち
に

桑

み
る
如
く
、

実
質
的
な

貢

租
率
は

豪
農

一
五

・
八

石

%
、
富
農

一
七

・
七
%
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
前
者

伽

の
家
族
八
人
、
後
者
六
人

を
各

々
年
間
消
費
量
を

一

難

人

君

と
し
て
推
算
す
れ
ば
八
石
・
六
石

・
あ
・
・」

2

樋

と
か
ら
・
れ
ら
を
収
穫
量

よ
り
控
除
し
て
み
れ
ば
明

,

ら
か
な
よ
う
に
、
す
で
に
販
売
を
可
能
と
す
る
収
量

位単

と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
家
族
労
働
を
主
体
と

賑

す
る
農
業

.
家
事
使
淵
人

(各
戸
平
年

一
人
、
年
歴
)

賜

.

お
よ
び
附
籍
労
働
力
(4
)
に

よ

る
経
営
の
結
果
を
あ

鞭

ら
わ
し
て
い
た
。

煽
.

.」
の
よ
乏

、
当
時
に
お
け
る
豪
鷺

(
お
よ
び

田

富
農
層
)
の
経
営
は
未
だ
小
作
料
収
入
に
依
存
し
て

年

お
ら
ず
、
手
作
経
営
に
そ

の
中
心
が
お
か
れ
、
そ
の

湖

う
え
に
養
舞
、
製
糸
業
が
副
業
と
し
て
存
在
し
て
い

明

る
。
こ
の
手
作
地
は
、
土
地
生
産
力
の
増
大
、
販
売



第9表 階 層 別 税 率 衰

年7治明

収穫高1貢 米1貢 租率

明治3年

(魅石高)

40.6%

25.3

26.0

22.0

24.6

17.7

19.0

15。8

17.0

21.0

29.6石

30.0

44.2

50.2

22.6

37.6

53.7

57.2

19.9

72.8石

118.4

185.3

227.9

91.5

211.6

276.4

360.3

116.5

(1658.6)

34.3%

37.4

39.6

36.7

44.2

42,2

40.1

40.0

階;＼
0～2.5

2.5～5

5～10

10～15

15門20

20～30

30～50

50～100

100以 上

平 均

1.収 穫高は地引帳一筆 ごとのものを集計 し米高に
換算 したもの 換算:率は明治7年 の飯田地方の
「田畑割引法」のものを使う
(大豆,大 麦,小 麦,ソ バ各々斗につき米7升5合,
4升,6升,4升,桑 ・楮10貫 につき各々米7升5合,6
升 茶 は含めず)

2.小 数以下2位 四捨五入

3.史 料 明治3年 下川路村田畑名寄帳 明治7年
一人別租税明細帳 明治7年 田畑一筆限

地引帳
'

に 積 走 る 資 よ と 導 な う 基 の の
内 の 上 場 本 う 介 性 性 ぞ ま 礎 単 可
包 確 の 合 金 。入 を 格 の で と な 寵
し 定 要 に'こ す 握 を 意 も し る 惟
た お 件 み 横 の る り も 味 な て 延 を
存 よ と ら 浜 よ に'ち で い こ 長 強
在 び し れ 茂 う 至 余"。 の 的 め
で そ て る 木 な つ 業 地 こ
あ の の よ 商 豪 た に 主 の
つ 収 測 う 店 農 積 お 化 村

た 益 量 に ヨ 層 極 い し の
と の 単'リ は 的 で な 豪
愚 拙 位 広 遠'な も が 農
わ 握 を 域 帯 後 経 養 ら 屠
れ と 画 金 二 に 営 黎 な は
る い 一 触 テ ー 態 か お 富
。 う と に 借 生 度 ら か 農

こ 要 す よ 月 塞 が 製 つ 層

嘆 垂垂論 謙 齢」 つ 地 保)買 で 業 の 質

と ね 面 課 す 入 き へ 主 的

恵 存 て
味 在 い
を で る
も は よ'ち な う

は く に
じ'、
め 小 旧
て 商 来
い 品 の
た 生 本
こ 産 百
と 展 性
は 閉 経
云 の 営

73

は
、
立
場
を
か
え
れ
ば
、
村
お
よ
び
周
辺
村
の
枠
を
は
み
出
る
豪
農
層
の
生
活
資
金
の
高
利
貸
と
、
そ
の
帰
結

と
し
て
の
小
作
地
の
拡
大

の
場
合
に
お
い
て
も
要
請
さ
れ
る
性
格
を
も

っ
て
い
た
と
云
え
よ
う
。

豪
農
層
の
右
の
如
き
事
情
に
対
し
、
中
貧
農
層
と
く
に
貧
農
層
は
反
当
収
量
も
少
く
、
耕
地
所
有
の
絶
対
魯
の
不
足
と
相
侯

っ
て
豪
農

層
か
ら
の
土
地
借
入
れ
と
余
業
収
入

へ
依
存
し
て
そ
の
再
生
産
維
持
を
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
と
く
に
、
豪
農
層
か
ら
の
土
地
借

入
れ
二
毛
作
地
の
高
生
産
力
地
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
後
述
の
如
く
六
割
以
上
の
高
率
小
作
料
を
伴

っ
て
お
り
、

一
人
平
均
小
作
面
積

が
少
い

(第
六
表
)
よ
う
に
、
借
入
れ
に
よ
る
経
営
拡
大
の
志
向
は
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
、
飯
米
確
保
を
意
図
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が

判
明
す
る
。

㈲

貢
租
率
。
増
大
し
た
生
産
量
と
旧
租
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
貢
租
率
の
面
か
ら
豪
農
経
営

の
成
立
し
や
す
い
事
情
を



知
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
が
第
九
表
で
あ
る
。

幕
末
、
維
新
期
に
お
い
て
、
形
式
的
に
は
橡
ぽ
各
層
共
五
〇
%
の
貢
租
率
を
示
す
が
、
実
質
的

に
は
、
各
層
ご
と
に
不
均
等
の
負
担
度

と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
層
ご
と
の
異

っ
た
生
産
力
の
伸
び
が
、
結
果
と
し
て
相
対
的
に
上
層
に
軽
く
下
層
に
重
く
作
用
し
て

い
る
。
実
質
的
な
貢
租
率
の
相
対
的
低
下
が
豪
農
層
に
有
利
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
ろ
う
。
当
村
に
お
け
る
地
租
改
正
の

指
導
者
と
な
り
、
支
庁
管
内
の
統

一
的
算
定
方
式
と
村
位
地
位
等
級
体
系
の
創
出
を
、
郡
村
総
代
と
し
て
中
心
的
に
推
進
め
た
今
村
家
は

富
農
層
に
属
し
、
改
租
反
対
運
動
期
の
指
導
部
に
入

っ
た
平
田
家
は
豪
農
層

(森
多
平
も
こ
の
層
)
に
属
し
て
い
る
。

以
上
、
豪
農
層
を
中
心
と
し
て
と
く
に
小
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
関
係
下
の
経
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

こ
の
段
階
で
は
、
豪
農
は

高
率
小
作
率

を
収
奪
す
る
地
主
的
側
面
を
も
ち
な
が
ら
も
、
本
質
的
に
は
、
旧
租
の
相
対
的
低
下
の
う
え
に
剰
余
を
追
求
す
る
生
産
者
で

あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
性
格
的
に
は
地
主
化
し
つ
つ
あ
る
富
農
層
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
方
向
が
地
価
算

定
の
な
か
で
如
何
に
生
か
さ
れ
、
政
策
意
図
の
貫
徹
下
で
如
何
に
規
制
さ
れ
る
か
を
み
て
み
よ
う
。

ω

「長
野
県
町
村
誌
」
南
信
編
、
信
夫
村
の
部
以
下
引
用
同
じ
、

　

②

明
治

一
四
年
当
時
の
産
物
取
調
に
よ
る
穀
物
以
外
の
生
産
物
は
、
別
格
二
三
三
〇
貫
余
、
晒
紙
八
四
三
八
束
、
葭
葉
六
〇
貫
、
綿

7

=
ハ
貫
余
、
繭

一
八
三
石
余
、
生
糸

一
六
貫
余

(
一
五
年
)
、
茶

一
五
貫
余

(
一
五
年
)
等
で
あ
る
。

「収
獲
収
入
取
調
帳
」
に
よ

る
。

㈲

「諸
願
留
記
」
、

「繭
売
買
取
調
」
川
路
支
所
文
書

ω

奉
公
人
や
地
所
者
が
土
着
し
、
或
家
の
分
家
分

と

し

て

別
家
し
た
も
の
。
住
所
は
別
で
も
主
家
と
同

一
家
族
と
し
て
扱
わ
れ
、

「鍬
頭
」
と
し
て
主
家
の
耕
作
の
差
配
に
あ
た
る
。

「南
伊
那
農
村
誌
」

=

頁

㈲

「書
入
質
証
文
写
留
」
川
路
支
所
文
書

3
、
地
価
算
定
方
式
の
展
開

ω

地
価
算
定
方
式
の
成
立
。
明
治
六
年
七
月
、
公
布
さ
れ
た
全
国
的
地
租
改
正
法
は
、
筑
摩
県
に
お
い
て
は
、
九
月
に
い
た

っ
て
全

県
下
に
布
達
さ
れ
る
。
土
地
実
査
と
収
益
地
価
方
式
を
柱
と
す
る
同
法
は
、
実
質
に
お
い
て
、
絶
対
主
義
官
僚
の
独
自
的
性
格
を
反
映
し



第10表 飯 田地方各地の算定法 明治7年3月 当時(反 当)

利子率
国 家 取 分

租村入費1地
作 偲種肥代反 当

収穫量

等

級

0.0620%6.6%40%%
。
333

モ

～

2.4石

1.8

1.2

0.6

等

等

等
々

上

中

下
下
等

下
川
路
村

(
田
)

0.0725

16.7

16.0

15,3

14,6

13.7

13.3

11.7

(13.3)

5。5

5.3

5.1

4.8

4.5

4.4

3.9

(4.4)

40.2

38.6

37.0

35.2

33.1

32.2

28.4

(32.2)

37.6

40.1

42.6

45.4

49.7

50.1

56.0

(50.1)

2.4

2.25

2.09

1.92

1.75

1.50

1.06

0.9

1

2

3

4

5

6

7

8

下

殿

岡

村

(
田
)

0.06

0.1329

15,05.04040

2,866

2,312

1,614

(100%)}
樽

碍
畑

(
田
畑
)

下
市

田
村

σ

た
諸
因
子
を
も
つ
算
定
方
式

(検
査
例
)
と
な

文

っ
て

い

る

が
、
現
実
の
改
租
事
業
に
お
い
て

繍

は
、
青

史
側
で
調
査

を
す
る
時
の
腹
案
」
T
・

り 石3円

7年 田畑一筆限地引帳(下 川路)青 山秀彦氏前
)

7年 田畑一筆限地引帳 高森町市田橋都家文書

去 共 券 め う 必 を 持 ノ 役 と
西'之 方 そ 。要 実 ・ 歳 劃 し
ノ 詰 儀 は の の 現 継 入 を て
石 リ(正 意 な す 承 ヲ 地 の
代 八 申 し 味 い れ と 減 租 役
相'暗 い で こ ぼ の セ 改 割
場 旧)も'と 必 関 ナ 正 を
ヲ 貢'の 農 ・ を ず 係 ル の 担
掛 米 最 で 展 示 し で ヲ 意 つ
ケ(精 あ 側 し も 云 目 図 た
代 現 密 る の て 横 え 的'に
価 金 ノ 。次 い 査 ばLす 過

箏1羅1影 縫1
ユ

籾)候 一 け え す 思 租 旧 こ'へ 得 地 と よ る 図 継 来 の

75

蛸
臨

鵬

地
価
募

之
三
途

較
シ
、
此
等
シ
ケ
・
ハ
先

・

・

ツ
預

り
置

、

百

分
之

三

二
下

レ

ハ
為

調

査

候

事

1

2

ニ
テ

(
中

略

)

、

余

ハ
子
細

無

シ
」
(
2
)
と

し

て
い
る
。
旧
租
を
地
租
部
分
に
引
当
る
こ
と
に
よ

っ
て
算
式
化
す
る
か
か
る
方
向
こ
そ
、
地
租
改
正
の
意
図
を
忠
実
に
反
映
さ
せ
る
も
の

で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
と
に
か
く
、
地
租
改
正
法
施
行
当
時
の
検
査
例
の
役
割
が
右
の
如
き
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
各
村
の
算
定
法
を
簡
単
に
考
察
し
て
お
こ
う
。
第

一
〇
表
は
飯
田
地
方
の
中
心
部
、
水
田
地

帯
に
お
け
る
三
ケ
村
の
算



定
法
と
取
分
比
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
形
式
的
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
0り
等
級
に
お
い
て
以
前
の
品
等
の
影
響
と
以
後
の
等
級
体
系

へ
の
移
行
を
示
す
両
者
が
存
在
す
る

こ
ど
。
@
収
穫
量
に
つ
い
て
も
、
表
作
の
み
基
準
と
す
る
下
川
路
、
下
段
岡
村
に
対
し
下
市
田
村
は
表
裏
作
共
含
め
て
い
る
こ
と
。
の
三

方
式
と
も
国
家
取
分
以
外
の
控
除
部
分
を
種
肥
代

(下
川
路
は

「
自
作
小
作
共
種
肥
手
間
代
引
」
)
と
表
現
す

る
自
作
地
方
式
と
な

っ
て

い
る
こ
と
等
が
判
明
す
る
。

こ
の
よ
う
な
形
式
上
の
差
異
は
、
実
質
的
な
、
取
分
上
の
数
値
に
い
た

っ
て
よ
り
激
し
く
な
る
。

㈲
地
租

下
川
路
村
の
二
〇
%
を
最
高
に
、
下
市
田

一
五
%
、
下
殿
岡
の
等
級
に
応
じ
た

一
六

・
七
%
か
ら

一
一
・
七
%
の
控
除
と
様

々
で
あ
る
。
前

二
村

は
村
落
平
均
の
実
質
貢
租
率

(村
総
生
産
額
に
対
す
る
旧
貢
租
の
比
)
を
、
後
者
は
平
均
貢
租
率
を
加
味
し
な
が
ら

生
産
力
差
に
よ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
下
川
路
村
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
、
当
村
に
お
け
る
貢
租
金
は

(後

一
二
表
参
照
)

は
、
明
治
六
年
貢
租
諸
掛
り
三
五
三
石
11

一
〇
八
六
円
三
四
銭
、
同
七
年
三
四
九
石
、
こ
の
金

一
、一
九
七
円
三
二
銭
で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
、
明
治
七
年
総
地
価
三

・
七
八
万
円
、

こ
の
地
租
は

=

九
七
円
三
二
銭
に
当
る
。
ま
さ
に
、
合
致
す
る
の
で
あ

っ
て
、

前

述

の

如

き
、
地
租
改
正
法
の
農
民
側
の
受
け
と
め
方
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
ま
た
、
第
九
表
の
実
質
貢
租

　

率
に
も
照
応
す
る
。

'

.

7

こ
の
こ
と
か
ら
、
右
に
み
ら
れ
る
地
租
率
の
村
ご
と
の
差
異
は
、
そ
の
村
の
置
か
れ
て
い
る
政
治
的
経
済
的
事
情
、
た
と
え
ば
、
旧
租

の
寛
苛
に
影
響
し
て
い
た
領
主
権
力
の
差
や
生
産
力
上
昇
の
度
合
な
ど
か
ら
必
然
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
し
れ
よ
う
。
旧
租
を
そ
の

ま
ま
村
ご
と
に
継
承
す
る
以
上
、
そ
の
差

は
埋
め
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
取
分
上
の
問
題
と
し
て
み
れ
ば
、
地
租
以
外
の
八
割
以
上
の
取
分
が
農
民
側
に
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
小
作
地
化

が
そ
れ
ほ
ど
進
行
し
て
い
な
い
こ
の
時
点
で
は
、
農
民
的
剰
余
と
し
て
蓄
積
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
云
え
よ
う
。
旧
相
引
下
げ

の
意
図
は
み
ら
れ
な
い
が
、
相
対
的
低
下
の
旧
租
を
そ
の
ま
ま
地
租
に
置
き
か
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
幕
末

・
明
治
期
に
み
ら
れ
る
農
民
的

な
土
地
所
有
の
形
成
を
よ
り
確
固
た
る
も
の
と
す
る
可
能
性
を
与
え
て
い
る
。

㈲
村
入
費

こ
れ
は
単
純
に
地
租
の
三
分

一
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
筑
摩
県
で
は
明
治
二
年
よ
り
六
年

ま
で
平
均
年
間
村
費
を
書

出
さ
せ
、
村
毎
に
地
租

(
旧
租
)
と
対
比
さ
せ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
三
分
の

一
以
上
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
(3
)
。

同
種
肥
代

こ
の
部
分
も
三
力
村
共
相
違
す
る
が
、
こ
の
点
を
理
解
す
る
た
め
に
在
来
の
土
地
価
格
の
決
定
の
仕
方
に
つ
い
て
触
れ
て



お
こ
う
。
明
治
五
年
九
月
、
地
券
掛
主
任
官
員
黒
田
直
方
が
伊
那
郡
巡
村
に
際
し
、

こ
の
地
の
地
代
金
の

一
般
的
な
仕
出
し
方
(4
)
を
次

の
如
く
認
め
て
い
る
。

-
,

伊
那
郡
南
山
与
唱
候
辺

一
、
田
壱
反
歩

此
揚
り
米
壱
石
八
斗

内

米

四
斗
弐
升

貢
米

揚
米
半
石

米
九
斗

小
作
渡

米
七
升

村
入
用

。
米
四
斗
壱
升

地
主
徳
米

77

此
代
金
弐
拾
両
余

但
壱
両
に
付
米
二
升

「
田
畑
小
作
人
江
預
ケ

(中
略
)、
貢
米
井
村
費
小
作
米
ヲ
引
残
、
地
主
徳
米
ヲ
目
途

二
取
調
」

(利
子
率
六
分
)
る
小
作
地
方

式

で

あ
る
。
土
地
取
引
き
に
よ
る
自
由
な
競
争
価
格
の
形
成
を
み
な
い
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
地
主
小
作
間
の
土
地
移
動
か
ら
生
ず
る
右
の

如
き
小
作
地
方
式
が
、
地
代
金
把
握
の
唯

一
の
方
法
で
あ

っ
た
か
ら
、
収
穫
調
査
が
行
な
わ
れ
た
改
租
期
に
お
い
て
も
直
ち
に
純
粋
な
自

作
地
方
式
に
転
換
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
伊
那
南
山
地
方
の

一
般
的
な
方
法
と
す
る
右
の
小

作
地
方
式
に
お
い
て
、
小

作
人
取
分
が
五
〇
%
に
あ
た
る
こ
と
が
、
下
段
岡
村
の
種
肥
代
に
照
応
す
る
如
く
に
で
あ
る
。
調
査
し
た
収
穫

量
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ

に
種
肥
代
と
し
て
小
作
分
を
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
作
地
方
式
と
小
作
地
方
式
と
の
癒
着
が
み
ら
れ
る
。

右

の
考
察
か
ら
、
種
肥
代
は
小
作
人
取
分
に
比
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
ぼ
推
察
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
に
も
拘
わ
ら
ず
三
力
村
の
取

分
上
の
差
が
著
し
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
村
に
お
け
る
小
作
地
成
立
の
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。
下
殿
岡
村
の
種
肥
代

が
等
級
に
応
じ
て
増
減
を
示
す
よ
う
に
、
そ
の
他
の
取
分
す
な
わ
ち
小
作
料
は
、
生
産
力
に
応
じ
て
小
作
人
取
分
と
反
比
例
の
関
係
に
あ

る
。
下
等
地
に
小
作
料
が
低
く
上
等
地
に
高
い
よ
う
に
、
下
市
田
、
下
川
路
両
村
の
種
肥
代

(小
作
取
分
)
の
少
な
さ
は
、
こ
の
村
の
小



作
地
が
上
等
地
の
商
生
産
力
地
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
夜

下
川
路
村
は
裏
作
収
量
を
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
小
作
人
取
分
の

割
合

は
よ
り
高
く
な
る
が
、
い
つ
れ
に
し
て
も
、
前
述
の
如
く
種
肥
代
に
手
間
代
も
含
め
て
算
式
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
前
節
で

み
た
よ
う
に
二
毛
作
地
の
高
生
産
力
地
に
小
作
地
が
成
立
し
て
い
た
事
情
が
小
作
人
取
分
と
し
て
の
種
肥
代
を
低
め
る
結
果
と
な

っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
、
下
市
田
、
下
川
路
両
村
の
方
式
は
高
生
産
力
地
に
成
立
し
て
い
た
取
分
比
率
を
、
そ
の
ま
ま
算
式
化
し
、
そ
れ
を
も

っ

て
、
自
作
地
の
算
定
に
も
引
当
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
新
た
に
小
作
地
化
す
る
際
の

一
つ
の
基
準

を
提
供
す
る
も
の
で
あ

っ

た
し
、
ま
た
現
実
の
地
主
小
作
関
係
下
に
お
い
て
前
述
の
如
き
継
承
し
た
地
租
の
低
下
が
、
四
〇
%
に
当
る
地

主
取
分
を
可
能
と
す
る
も

の
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

表
示
の
算
定
方
式
は
、

低
下
地
租
に
よ
る
剰
余
成
立
の
可
能
性
を
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
同
時

に
、
地
主
小
作
関
係
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
率
小
作
料
に
よ
る
直
接
耕
作
者
か
ら
の
剰
余
の
収
奪
の
方
向
も
性
格
づ
け
る
。
ま
さ
に
、

豪
農
層
に
適
合
的
な
方
式
と
な

っ
て
い
る
。

以
上
、
算
定
方
式
の
形
式
、
実
質
に
わ
た
る
差
異
を
、
各
村
の
再
生
産
構
造
と
の
関
連
で
簡
単
に
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、

こ
の
よ
う
な
村
ご
と
の
差
を
も

つ
算
定
式
の
成
立
す
る
所
以
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
そ
の
原
因
は
、
す
べ
て

7

地
租
改
正
法
の
も
つ
売
買
地
価
の
建
前
に
あ
る
と
云
え
よ
う
。
地
価
の
性
質
を
、

「地
代
金

八
一
ケ
年
収
穫
ノ
内
、
種
肥
代
其
外
諸
費
ヲ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

ヘ

へ

引
去
、
全
ク
地
主
所
徳
ト
ナ
ル
ヘ
キ
米
金
ヲ
、
其
村
従
前
売
買
仕
来
ノ
利
息
割
合
ヲ
以
テ
、
現
今
互
二
売
買
ス

ヘ
キ
者
卜
見
倣
』
(5
)
(棒

点
筆
者
以
下
同
じ
)

す
売
買
地
価
と
し
た
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
、
在
地
の
現
実
に
即
し
た
.「各
地

ノ
慣
行

二
因
」
(6
)

(地
租
改
正

規
則
)
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
売
買
地
価
の
建
前
が
、
再
生
産
構
造
を
反
映
す
る
農
民
独
自

の
算
定
方
式

を

生

む

こ

と
に
な

っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
右
の
検
討
と
関
連
し
て
次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
す
る
。
ま
ず
第

一
に
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
地

租
は
相
対
的
に
低
下
し
た
旧
租
で
あ

っ
た
が
、
錯
綜
的
支
配
体
制
下
の
領
主
権
力
に
よ
る
収
奪
度
(7
)
や
生
産
力
上
昇
の
度
合

に
よ
っ
て

生
ず
る
地
域
差
の
解
消
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
。
第

二
に
、
表
示
三
ケ
村
の
米
価
の
み
は
同

一
で
あ
る
が
、
地
域
差
を
も

つ
前
期
的
市
場

の
影
響
下
に
異

っ
た
諸
物
価
が
使
用
さ
れ
、
同
じ
生
産
条
件
と
収
穫
量
を
み
る
地
で
も
地
価
に
統

一
性
を
欠
く

こ
と
。
第
三
に
、
取
分
比

率
の
異
な
る
算
定
式
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
村
の
土
地
所
有
の
成
長
度
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
、
諸
因
子
や
等
級
の
差
に
お
い
て
村
落
相

互
間
の
比
較
の
困
難
を
き
た
す
こ
と
等
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
算
定
が
明
治
七
年
三
月
ま
で
の
段
階
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。



●

第11表 田畑割引法 と検査別(田 の場合)

大蔵省 割引法法引田 畑 割

等級 隠 量1(割 引率種肥手間代)1細 形ll割 弓剛 地価 陣 価額

円

53.85

31.46

31.86

32.01

31,96

31.66

31.14

30.39

29.42

28.21

26.79

25.13

22.64

21.14

18.80

円

4

9

5

0

5

0

6

1

6

1

7

2

7

3

8

9

8

8

8

7

7

6

6

5

5

4

4

3

3

2

1割5分

%

9

8

5

7

6

6

5

4

3

2

2

1
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米価3円52銭

利子5分5厘

米価3円33銭

利子7分

む
り

稲
藷

長
其
他
同
志
之
者
L
・m
・
を
推
進
母
体
と
し

7

以

9

「

て

統

一
化

が

す

す

め
ら

れ

る
。

円

,
年

は
る

10

そ

れ

は
、

Gり

収

穫

米

を
算

定

基

準

と

し
、

額

嚇

@
収
穫
の
内
・
種
肥
代
手
間
代
な
ら
び
に
村

」

a

費
等
の
割
引
を

一
定
に
す
る
こ
と
、
の
利
子

の
統

】
、
ω
物
価

の
統

一
等
を
基
本
方
針
と

な

」

ω

田
畑
割
引
法
の
内
容
。
七
年
四
月
、

緬

熔

前
月
ま
で
に
提
出

さ
れ
た
地
引
帳
を
検
討
し

伽

糊

た
県
当
局
は
、

「
土
地
肥
瘡
村
柄
嚢

便
否

捷

胸

共
地
景
・
見
据
」
.8
・
え
た
村
位
等
級
、
「
実

動

舩

地
、贅

ノ
価
」
に
・
る
地
位
等
級
の
設
定
を

換

」

指
令
し
、

さ

き

の

問
題
点
の
是
正
に
の
り

《

囎

出
す
。
飯
田
支
庁
蒋

で
は
、
壬
申
以
来

蜥

膜

の
政
策
の
め
ま
ぐ

る
し
い
転
換

に
対

す

・

価

二

疑
問
を
生
じ
、

「
下
民
困
却
、
雑
費
不
知
幾

物

議

●照

之

何
」
(9
)
事
情
を
背
景
と
し
、

「
失
民
心
」

2
灘

・
と
を
恐
れ
た

「
郡
村
総
代
始
区
長
正
副
　

し
て
、
七
年

一
髄一
月
に
い
た

っ
て
、
統

一
算
定
方
式
が
成
立
し
た
。
田
畑
割
引
法
と
称
さ
れ
る
第

一
一
表
が
そ
れ
で
あ
る
。

田
畑
割
引
法
の
具
体
的
分
析
は
省
略
す
る
(11
)
が
、
こ
の
特
徴
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま
ず
第

一
に
、

収
穫
量
と
種
肥

代
を
基
準
と
す
る
村
位

(省
略
)
地
位
等
級
体
系
の
確
立
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
支
庁
管
内
の
均
衡
化
が
完
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
、
同
法

で
の
割
引
部
分
、
す
な
わ
ち
種
肥
代
は
手
間
代
を
含
み
、

一
見
、
実
質
的
な
直
接
生
産
者
の
生
産
費

に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
小
作
人
取
分
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
算
定
式
は
前
段
階
の
下
段
岡
村
方
式
の
拡
大
、
集
大
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
作

・
小



作
両
方
式
の
癒
着
形
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
物
価
を
統

一
し
、
利
子
率
を
高
め
て
現
実
売
買
価
と
の
権
衡
を
計

っ
た

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

へ

ゐ

ゐ

へ

た
め
、

「種
肥
ノ
割
引
ヲ
多
量

二
見
積

リ
候

故
、
実
地

二
不
揚
収
穫
ヲ
附

シ
、
地
価

二
而
已
着
目
取
調
」
(12
)
べ
て
お
り

、
結
果
と
し

て
、
算
定
方
式
自
体
が
抽
象
化
さ
れ
る
と
ど
も
に
、
の
ち
に
地
租
改
正
反
対
運
動
の

一
大
目
標
"

「
虚
収
穫
」
を
生
む
に
い
た
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
明
治
八
年
四
月
頃
上
申
さ
れ
る
地
引
帳
は
、
右
の
如
き
特
色
を
も

つ
算
定
式
か
ら
逆
算
さ
れ
た
虚
収
穫
を
付
す
も
の
と

な

っ
た
が
、
そ
の
地
価
の
実
質
は
、

「
人
民
申
立
ノ
地
価
、
検
査
例

二
照
ラ
ス
時

ハ
低
価
ナ
ル

ハ
自
然
ノ
通
理
」
(13
)
と
さ
れ
る
如
く
、

前
段
階

(七
年
三
月
頃
)
に
出
さ
れ
た
低
算
定
米
価
に
よ
る
低
地
価
の
諸
特
徴
を
す

べ
て
継
承
し
て
い
る
。
売

買
地
価
の
建
前
を
く
ず
す

こ
と
な
く
、
各
地
の
生
産
構
造
を
反
映
さ
せ
う
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
、
地
域
的
統

一
化
を
意
図
し
た
豪
農
プ
ラ
ン
で
あ

っ

た
と
云
え
よ
う
。

㈲

検
査
例
の
適
用
。
明
治
八
年
五
月
、

「
地
租
改
正

ハ
固

ヨ
リ
速
成
ヲ
要

セ
ナ
レ
ト
モ

一
県
又

八
一
郡

一
区
ヨ
リ
漸
次

二
改
正
ス
'ル

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ト
キ

ハ
、
彼
是
権
衡

ノ
平
準
ヲ
得
難
ク
、
旦
、
遂
年
物
価
ノ
低
昂

二
依
り
地
価
ノ
差
異
ヲ
生

ス
ル
等
種
4
ノ
障

害
ア
ル
三
曲
リ
、
来
ル
明

08

治
九
年
ヲ
以
テ
、

各
地
方

一
般
改
正
ノ
期
限
」
(14
)
と
す
る
政
府
の
方
針
が
確
定
し
、
新
設
の
地
租
改
正
事
務
局
の
積
極
的
活
動
が
開
始

さ
れ
る
。

新
政
府
の
物
質
的
基
盤
の
早
期
確
立
の
目
標
と
改
組
推
進
体
制
の
成
立
と
に
よ

っ
て
、
政
府
指
導

の
強
行
的
性
格
を
も

つ
地
租
改
正

へ

と
性
格
を
転
換
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
確
定
し
た
方
針
す
な
わ
ち
全
国
的
な
地
域
的
平
準
化
と
、
物
価
変
動
を
く
い
と
め
る
た
め
の
短

時
日
の
決
着
と
い
う
二
つ
の
要
請
を
軸
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
x
る
要
請
が
、
従
来
の
地
租
改
正
を
認
識
対
象
と
し
て
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
飯
田
地
方
と
の
関
連
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
飯
田
地
方
の
地
租
改
正
は
売
買
地
価
の
建
前
を
継
承
し
た
と
こ
ろ
が
ら
、
最
後
ま
で
、
錯
綜
的
支
配
体
制
に
も
と
つ
く
領

主
権
力
に
よ
る
収
奪
度

(
「貢
租
ノ
甘
苦
」
)
に
よ

っ
て
生
ず
る
地
域
差
の
解
消
を
な
し
え
ず
、
ま
た
、
生
産
力
に
応
ず
る
統

一
的
算
定

方
式

(統

一
物
価
)
も
飯
田
支
庁
管
内
と
い
う
地
方
的
規
模
に
と
ど
ま

っ
た
と
い
う
事
情
が
、
全
国
的
な
関
連

か
ら
考
慮
さ
れ
、

こ
x
に

下
か
ら
の
積
み
上
げ
を
否
定
し
て
、
地
域
的
平
準
化
の
た
め
の
画

一
方
式

(炸
検
査
例
)
が
登
場
す
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。
「服
案
」

的
検
査
例
か
ら
強
制
的
適
用
の
検
査
例

へ
の
か
玉
る
転
換
は
、
旧
租
を
減
ず
る
如
ぎ
在
地
の
動
向

(算
定
プ
ラ
ン
)
に
対
す
る
も
の
と
し



'

て
で
は
な
く
、
地
域
的
平
準
化
の
作
用
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
た

っ
て
、
官
僚
の
計
算
に
も
と
つ
く
旧
租
維
持
の
意
図
が
全
国

一
率
に
、
し
か
も
、
改
租
単
位
内
に
お
け
る
地
域
的
経
済
発
展
度
を
無
視
し
て
貫
徹
す
る
。

飯
田
地
方
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
八
年
七
月

「再
度
地
価
積
り
立
法
替

二
付
」
(15
)
収
穫
見
込
書
の
提
出
が
命
ぜ
ら

れ
、

「
官
衙
御
指

定

ノ
地
価

二
充
タ
セ
ン
カ
為
」
(16
)
召
集
し
た
村
惣
代
を
、

村
民
と
協
議
さ
せ
ず
、

抜
打
ち
的
に

「先
般
上
申

相
成
候
収
穫

二

(注
虚

収
穫
の
こ
と

筆
者
)
下
ラ
サ
ル
様
」
(17
)
強
制
す
る
。
そ
の
う
え
、

「
地
区
ノ
事
情
ヲ
論

ス
ル
ヲ
禁

シ
、
即
座

二
見
込
申
立
サ
セ
」
(18
)

た

「
無
根
ノ
増
米
」
を
も

っ
て
算
定
の
基
準
と
す
る
に
い
た
る
。

つ
い
で
、
検
査
例
の
適
用
に
よ
る
種
肥
代
、
利
子
率
の
低
下
が
行
な
わ

れ
、
さ
ら
に
、
政
府
指
令
に
よ
る
算
定
米
価
の
上
昇
に
よ

っ
て
、
極
め
て
高

い
地
価
が
配
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
、
田
畑
割
引
法
と
の
関
係
で
示
す
と
第

一
一
表
の
よ
う
に
な
る
。
増
米
が
村
毎
に
如
何
な
る
役
割
を
果
し
た
か
あ
き

ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
史
料
が
嘆
願
闘
争
時
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
増
地
価

(地
租
)
の
配
付
は
田
畑
割
引
法
の
村

位
地
位
等
級
体
系
の
う
え
で
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
特
徴
を
概
括
す
れ
ば
、
四
等
級
の
増
地
価
を
最
高
と
し
て
八
等
以
上
に
増
加
額
が
多
く
、
ほ
ぼ
生
産
力
に
照
応
し
て

18

い
る
こ
と
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
と
関
連
す
る
村
位
等
級
に
お
い
て
も
、
そ

れ
が
生
産
力
水
準
の
順
位
を
あ
ら
わ
す
限
り
に
お
い
て
、
上

位
等
級
村
ほ
ど
増
加
額
が
多
く
、
し
か
も
、
村
内
に
お
い
て
は
地
位
等
級
を
中
心
と
す
る
上
位
等
級
所
有
者
に
苛
酷
に
作
用
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
他
方
、
増
加
率
か
ら
み
れ
ば
、
か
え

っ
て
下
等
地
お
よ
び
下
位
等
級
村
に
高
い
が
、
こ
れ
ら
が
周
辺
山
村
地
の
土
地
改
出

の

多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
増
租
に
よ
る
対
立

は
、
む
し
ろ
豪
農
層
を
輩
出
し
て
い
た
中
心
部
の
改
出
の
少
い
上
位
等
級
村

に
生
ず
る

所
以
が
あ

っ
た
。

以
上
み
ら
れ
る
よ
う
に
飯
田
地
方
に

お

け

る
地
租
改
正
実
施
過
程
の
特
色
は
、

先
づ
、
各
地
に
多
様
な
農
民
的
な
算
定
方
式
が
発
生

し
、

つ
い
で
そ
の
綜
合
化
を
通
じ
て
統

一
的
な
村
位
地
位
等
級
体
系
に
基
づ
く
算
定
方
式
が
成
立
し
た
が
、
改
租

の
最
終
段
階
で
飯
田
地

方
独
自
の
算
定
方
式
は
否
定
さ
れ
、
全
国
的
に
平
準
化
さ
れ
た
旧
租
水
準
の
維
持
が
貫
徹
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
家
権
力
を
背
景
と

す
る
強
行
的
政
策
本
来
の
暴
力
性
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
が
、
飯
田
地
方
の
如
く
、
実
地
調
査
後
の
算
定
は
必
然
的
に
憎
相
に
帰
結
す
る

も
の
で
あ
り
、
剰
余
の
収
奪
の
み
で
は
な
し
に
地
主
的
利
害
と
も
対
立
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
立

入

っ
て
憎
相
の
影
響
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
ょ
う
。



ω

有
尾
敬
重

本
邦
地
租
の
沿
革
五
四
頁

ω

明
治
六
年
御
布
告
留

川
路
支
所
文
書

㈲

近
刊
拙
稿

「松
本
地
方
の
地
租
改
正
」
1

豪
農
と
改
租
の
関
連
を
め
ぐ

っ
て
一

」
土
地
制
度
史
学

ω

明
治
五
年

「地
券
調
之
義

二
付
申
上
候
書
付
」
旧
筑
摩
県
引
継
書
、
長
野
県
庁
文
書

㈲
㈲

「彙
纂
」
集
成
七
巻
三
二
七
頁
以
下

ω

注
㈲
論
文
参
照

㈹

明
治
七
年

(無
題
)
川
路
支
所
文
書

⑧

青
山
氏

前
掲
論
文
よ
り
再
引
用

.

⑩

明
治
八
年

「嘆
願
」
飯
田
市
柿
野
沢
牧
野
内
家
文
書

⑪

こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
青
山
氏

「
『農
民
的
地
価
算
定
案
』
の
内
容
と
特
質
」
地
方
史
研
究
五
四
参
照

但
し

理
解
に
差
異

が
あ
る
。

　

⑫

㈲
に
同
じ

8

⑬

明
治
八
年

「地
租
改
正
二
付
検
査
例

二
相
用
候
物
価
伺
」
同
年
公
文
編
冊

長
野
県
庁
文
書

⑳

「地
租
改
正
例
規
沿
革
撮
要
」
集
成
七
巻
二
八
三
頁

㈲

㈲

「地
価
修
正
請
願
書
接
」
飯
田
市
駄
科
北
沢
家
文
書

㎝

「
上
申
書
」
飯
田
市
松
尾
支
所
文
書

閲

「
区
長
建
言
書
」

(雑
誌
)
飯
田
市
柿
野
沢
牧
野
内
家
文
書

4
、
改
租
結
果
と
そ
の
影
響

国
家
権
力
を
背
景
に
、
旧
租
維
持
と
地
域
的
平
準
化
の
画

一
的
算
定
奮
要
求
す
る
検
査
例
は
、

一
見
、
在
地
と

の
断
絶
上
に
登
場
し
た

限
り
、
地
域
的
発
展
度
と
の
対
応
で
摩
擦
を
生
ず
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
八
年
五
月
を
さ
か
い
に
、
従
来
推
進
さ
れ
た
下
か

ら
の
道
が
、

そ
の
よ
う
な
方
向
の
な
か
で
阻
止
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
.の
対
応
如
何
を
究
明
す
る
こ
と
は

重
要
な

課
題
と
云
わ
ね
ば
な



第12表 下川路村改租結果表

反 田
畑

宅
別 計

実価及地価

石 高 及
生 産 高

貢租及地租

同 金

A明 治5

4548畝

}5171畝

9727畝

1230石

351石

6年

7960

9389

933

18276

A

39128円

左 同

左同

1086円

B7年

8690

10006

1248

19944

37863

2169

349

1197

8年

8738

9893

1192

19823

40401

(含 虚 収

穫)
2504

1212

C9年

38

99

92

87

98

11

14981

根

)

49

無

米

72

04

含

増

28

9

(

ノ

90

13

7

27

11年

7983

9083

1150

18216

81902

2045

旦
A

　　ユ

}・ ・8

205

97

176

A
百

101

99

96

100

239

132

221

226

1.地 価は耕宅地のみ2.11年 は丈量 ・地価修正 ・地租引下げ後のもの

3.9年 収量は同年地価 より第11表 右 の検査例で逆算 した推定量
4.比 率は小数以下四捨五入

5・
6臨 年編 翻 繍 翻 継 逡羅 騙 届並指令留
7年3月 田畑一筆限地引帳
8年4月 田畑一筆地引帳

9年,11年 分 緊要書類留記 改正地引帳

齢 腕雛 難 儀 雛 蓋無 熱 弩蔭 ゑ髪
結 は 金 け 果 と 総 九 み れ み 田 に に え 路 お よ で 。
果 村 額 収 は な 額 年 ら た ら 畑 漸 よ ら 村 こ り は 地

li輩…　毒　　萎　　蒙li禦　藍　う彗毒馨、

lll潔幾1 .1鍵
ら 民 と お 加 い 一 も ら ほ よ'よ 加 す の と か
に 層 な い 率 。三 の れ ぽ る 地 つ し れ 侍 し わ

奮表 ぞ≦差あ勢送像器差易毒忌 饗 宴て ぞ
い の い 二 る よ の なoで が の 減 年 一 考 豪 い

83



第13表 農民算定における粗率の変化

期 待 粗 率

H1

C
「A

旦
A

期 待 地 租 額

Bl}CH

租旧

A

18%

15

13

13

13

12

11

11

11

33%

26

24

23

23

22

20

21

19

45.3%

57.3

50.6

56.6

52.6

66.7

57.3

70.4

61.8

83.0%

105.0

92.6

104.0

96。2

122.6

105.0

129.2

113.4

13.4石

17.2

24.4

28.5

11.9

25.1

30.8

40.3

12.3

24.6石

31.6

44.7

52.3

21.8

46.1

56.5

73.9

22.6

29.6石

30.0

48.2

50.3

22.6

37.6

53.7

57.2

19.9

楷
層(反)

0-2.5

2.5-5

.5-10

10-15

15-20

20-30

30-50

50一 ユ00

100以 上

緬

・
て
階
層
別
に
考
察
し
、
農
民
算
定
段
階
の
讐

を
み
て
お
・
う
。
虚
収

醐

穫
客

ま
ぬ
明
治
七
年
を
中
心
に
み
る
。

年

改
租
結
果
を
階
層
別
に
み
る
と
第

=
二
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
は

　は

階
層
別
に
集
計
し
た
地
租
を
、
農
民
算
定
米
価

お
よ
び
当
時

の
市
場
米
価

ロ同

で
換
米
化
し
た
も
の
を
旧
租
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
階
層
別
の
租
額

増
減
の
度
合
を
、
ま
た
、
そ
の
各
々
を
当
時
の
収
穫
量
と
比
較
す
る
こ
と

米換

に
よ

っ
て
粗
率
の
変
化
を
知
る
意
図
の
も
と
に
作
成
さ
れ
、
第
九
表
と
密

隣

接
な
関
連
を
も

ぞ

い
る
。

昭

島

ま
ず

旧
租
と
響

地
租
額
と
を
綾

す
れ
ば
・
改
租
箪

が
楷
層
別

硝

雅

に
不
均
等
に
作
用
・
て
い
・
事
情
が
あ
き
ら
か
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
㍗

緬

蹴

双
方
の
比
率
を
み
れ
ば
二
町
以
上
の
官
田
.
餐

層
に
増
粗
率
が
と
り
わ
け

別

定

点

筆

高

く

、

一
町

～

二
町

層
、

二

・
五

反

～

五

反

層

は

ほ
ぼ

旧
租

を
継

承

し
、

羅

牌

そ
の
他
は
旧
蚕

下
と
な
ぞ

い
・
ご

」
の
・
う
な
結
果
は
・
全
体
と
し

膿
蟻

潤

て
、
田
租
の
鶴

的
引
下
げ
に
よ
る
貢
租
化
の
方
向
を
う
ち
出
・
え
な
い

囎

諜

限
界
を
も
つ
が
、
反
面

増
粗
豪

上
覆

高
く
下
層
に
低
い
・
と
に
・

繕

鏑

。
て
、
階
層
間
の
平
準
化
が
行
套

れ
・
と
云
う
特
徴
を
も
.
て
い
る
。

層
(
下
租

こ
れ
は
、
農
民
の
収
益
方
式
に
よ
る
改
租
が
、
直
接
的
に
豪
農
層
の
利

懸

濁

害
沓

徹

さ
せ
た
も
の
で
は
な
文

土
地
丈
量
・
生
産
力
の
伸
び
の
把

鯖

鰹

醤

・
・
て
、
上
層
畏

に
不
利
な
輩

を
生
み
出
・
て

い
・
の
で
あ

地
り
は
7

る
。

待
当
温
浴

期
石
地
明

と
こ
ろ
が
、

こ
の
増
租
額
を
階
層
別
収
穫
量

(
八
表
)
と
の
関
係
で
み

L

亀
銑

れ
嬢
、
期
待
粗
率
の
如
く
、
下
層
億
ど
、
相
対
的
に
、
無
収
穫
の
家
に
付



さ
れ
た
地
租
が
高
く
表
現
さ
れ
た
高
祖
率
と
な

っ
て
い
る
が
、
全
体
に
、
ほ
ぼ
二
二
%
に
平
準
化
さ
れ
て
い
る
事
情
が
わ
か
ろ
う
。
こ
の

点
、
九
表
の
改
租
前
に
お
け
る
七
年
の
実
質
貢
租
率
と
比
較
す
る
と
、
改
租
に
よ
っ
て
、
よ
り
階
層
間
の
平
準
化
が
進
ん
だ
か
た
ち
で
旧

租
が
維
持
継
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
増
粗
率
の
階
層
別
不
均
等
も
収
益
に
相
応
し
て
お
り
、
階
層
間
の
平
準
化
は
、
実
際
上
は
と

に
か
く
、
原
則
的
に
は
、
産
物
価
格
の
変
動
に
と
も
な
う
経
営

へ
の
影
響
を
同
様
な
も
の
と
し
て
い
た
。
改
正
の
進
行
し
た
七
年
に
お
け

る
現
実
米
価
に
よ
る
期
待
地
租
皿
は
ほ
ぼ
旧
租
の
六
割
に
し
か
あ
た
ら
ず
、
し
た
が

っ
て
、
期
待
租
率
H
も
総
収
穫
の

一
二
～

=
二
%
程

に
す
ぎ
な
い
。
遂
行
さ
れ
た
農
民
の
地
租
改
正
は
、
相
対
的
に
低
下
し
た
旧
租
を
そ
の
ま
ま
位
置
づ
け
、
物
価
の
上
昇
の
も
と
で
、
地
租

金
納
に
と
も
な
う
農
民
経
営
の
有
利
性
を
生
み
落
し
、
そ
れ
に
よ
る
萌
芽
的
利
潤
形
成
の
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で

あ

っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
右
で
み
た
如
き
平
準
化
さ
れ
継
承
さ
れ
た
旧
租
一
新
租
以
外
に
あ
た
る
七
八
%
の
農
民
取
分
は
恒
常
的
は
利
潤
形
成
を
可

能
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
利
潤
形
成
が
み
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
農
民
経
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
経
営
発
展
の
性
格
如
何
を
、
地
租
と
の
関
連
で
さ
ら
に
た
ち
い

っ
て
現
実
の
問
題
と
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

ロリ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
階
層
別
あ
る
い
は
個
人
別
の
具
体
的
様
相

は
あ
き
ら
か
に
し
え
ず
、
た
だ
平
均
的
結
果

で
あ
る
が
当
時
の
農
産

8

収
支
か
ら
、
全
体
的
な
発
展
の
評
価
に
関
す
る
手
が
か
り
を
提
出
す
る
に
と
ど
め
る
。

そ
こ
で
、
第

一
四
表
の
下
伊
那
郡
に
お
け
る
平
均
的
な
農
産
収
益
を
簡
単
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
史
料
は
県
治

一
覧
表
作
成
の
た
め
に

各
郡
で
調
査
さ
れ
た
も
の
で
、
各
種
作
物
の
生
産
費
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
畑
作
の
場
合
、
こ
こ
で
は
大
豆
の
生
産
収
益
を
用
い
て
い

る
。
右
史
料
に
よ
れ
ば
、
農
具
損
料

の
記
載
を
欠
く
た
め
、
明
治
二

一
年
旧
筑
摩
県
下
の
平
均
的
農
産
収
益
に
お
け

る
農
具
損
料
の
比
率

を
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
田
畑
共
、
表
作
の
場
合
で
あ
る
。

表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
収
入
と
支
出
を
比
較
す
る
と
僅
か
田
で
六
七
銭
、
畑
が

㎝
円
五
三
銭
の
剰
余
を
生
み
出
し

て

い

る
。

そ
れ

は
、
田
畑
合
計
に
よ
る
純
益
率
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
種
肥
代
三
三

・
八
%
に
対
し
そ
の
二
分
の

一
に
も
達

せ
ず
、
と
う
て
い
主
穀

経
営
の
み
に
よ
る
拡
大
再
生
産
を
可
能
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
と
く
に
水
田
に
そ
の
傾
向
が
著
し
い
が
、
と
に
か
く
利
潤
の
形
成
が
み

ら
れ
る
点

は
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
米
価
騰
貴
に
よ
る
地
租
率
の
低
下
は
さ
ら
に
そ
の
可
能
性
を
強
め
て
い
る
。
い
ま
、
こ
の
経
営

の
特
質
を
み
れ
ば
、
支
出
の
比
率
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
当
該
時
点
に
お
い
て
は
、
地
主
的
土
地
所
有
発
展
の
基
礎
的
要
因
と
も
云
う



第14表 下伊那郡反当収益表(明 治11年)

益支出計
地租及
村 費

費産生入収

子i肥料代1労 雌 辮 轟種額1価

円

0.67

1.53

2.20

14.5

円

9.83

3.22

13.05

85.5

円

1.60

0.60

2.20

14.5

円

1.33

0.28

1.61

10.5

円

3.06

1.02

4.08

26.7

円

3.50

1.20

4.70

3.8

円

0.34

0.12

0.46

3

円

10.50

4.75

15.25

00

2石

1石

1率

田

畑

計

比

べ
き
肥
料
代
お
よ
び
労
賃

の
高
さ
が
経
営
上
に
規
定
的
に
作
用

し

て

い

る

の
で
あ

っ

て
、
地
租
は
二
義
的
役
割
を
果
す
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
地
租
の
増
減
を
も

っ

て
直
ち
に
農
業
生
産

の
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
の
可
否
は
断
定
し
え
な
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
肥
料
、
労
働
の
多
投
に
よ
る
集
約
農
法
と
し
て
行
な

わ
れ
た
前
述
の
如
ぎ
生

産
力
の
上
昇
は
、
そ
れ
自
体
、
地
租
の
相
対
的
引
下
げ
に
作
用
す
る
が
、
右
の
如
き
経

営
基
礎
の
不
安
定
か
ら
し
て
、
相
対
的
低
下
を
み
る
と
は
云
え
、
地
租
の
影
響
か
ら
脱

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
相
互
関
係
を
も

つ
。
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
う
え

の

に
、
農
民
に
よ
る
地
租
改
正
が
進
行
し
、
改
租
は
、
不
安
定
な
経
営
基
礎
の
う
え
に
形

蝿

成
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
剰
余
を
確
保
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
拡
大
の
可
能
性
を
生
み
出
し
た

魁

点
に
意
味
が
あ

.
た
。

綴

.、
の
・
う
な
生
産
条
件
の
も
と
に
お
け
・
自
作
讐

は
、
そ
れ
ゆ
え
、
米
価
が
騰
貴

6

よ
巻

書

し
労
働
部
分
を
き
り
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
拡
大
再
生
産

が
可
能
と
な
り
、
そ
れ

8

誹

放

自
体
・
柔

的
に
は
・
相
場
の
変
動
・
粟

山高
利
貸
集

の
作
擢

対
・
畿

に
反
応

勧
集
螺

す
・
性
格
を
も
.
た
と
云
え
・
う
。
・
の
結
果
、
経
営
は
き
り
さ
げ
可
能
豪

族
鶴

罐

隈

を
主
体
と
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
雇
傭
労
働
力
の
導
入
に
よ
る
讐

拡
大
の
方
向
は
重
大
な

村

の
稿

制
限
が
付
さ
れ
、
そ
の
枠
内
に
お
い
て
の
み
富
裕
化
が
進
展
し
た
。

路
料

原

川

飼
成

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
利
潤
は
、
現
実
の
生
産
関
係
の
な
か
で
い
か

壌

瀟

に
分
配
さ
れ
た
か
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
・
そ
・
で
・
つ
ぎ
に
地
主
小
作
関
係
を
問

難

視

題
と
し
よ
う
。
対
象
を
餐

層
に
限
定
し
、
農

の
算
定
期
に
お
け
・
小
作
地
の
事
情

雛

贈

を
示
せ
ば
篁

嚢

の
・
乏

な
・
。

地

縫

「

小
作
料
率
約
六

一
%
は
、
検
査
例
二
期
の
六
八
%
に
か
な
り
近
く
、
す
で
に
全
国
的

」
乳

翫

改
租
に
先
だ

っ
て
高
率
小
作
料
を
確
保
し
う
る
条
件
が
生
ま
れ
て
い
た
。
小
作
人
取
分



第15表 下 川 路 村 の 小 作 地

皿
期待地価
(5円50銭)

石
23.6

3.2

26.8

正

期待地租
(3円)

石
43.3

5.95

49.2

小作料総収景

石

144.42

19.46

163.88

石

238.31

30.54

.268.85

明治7地 価

円
4,330

585

4,915

明 治6

貢 租

石
38.48

4.32

39.80

小作地戸数受作者
所有階層

セ

1378

207

1585

n6

ρ0

4

ρ0

1

8

5反 以下

5反 ～1町

計

引帳

此分取第16表

作小主地家国

39.1

39.1

39.1

46.1

42.6

50.9

14.8

18.3

10.0

改租前

改租後

現 実

約
三
九
%
は
、
さ
き
の
収
益
表
と
の
関
連
で
み
れ
ば
種
肥
部
分
を

わ
ず
か
に
う
わ
ま
わ
る
に
す
ぎ
ず
、
ま

し
て
、
労
賃
部
分
の
再
生

産

は
不
可
能
で
あ
り
、
賃
労
働
雇
傭
に
よ
る
経
営
拡
大
の
方
向
は

と
ざ
さ
れ
た
、
飯
米
確
保
だ
け
の
も
の

と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
地
主
層
は
、
取
分
比
率
の
変
化

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
改

工

程
の
影
響
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
小
作
人
取
分
を
物
納
に
よ
り
固
定

勧

化
し
、
改
租
前
の
貢
租
の
相
対
的
低
下

に
と
も
な
う
剰
余
の
成
立

ら一

も
、
そ
の
後
の
金
納
化
に
と
も
な
う
経
営
の
有
利
性
も
す

べ
て
自

己
の
手
中
に
帰
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
国
家
取

分
の
改
租
前

に
対
す
る
改
租
後
の
上
昇

は
、
前
述
の
如
き
、
改
租

馳

に
と
も
な
う
階
層
間
の
平
準
化
作
用
の
箪

も
た
ら
さ
れ
た
増
租
が
、
・
の
・
う
な
小
作
地
に
配
付

7

擁

さ
れ
た
・
と
を
示
し
、
そ
の
限
り
、
餐

層

へ
も
ξ

さ
れ
・
不
利
葎

小
作
人
に
転
嫁
さ
れ
う
る

、

畑

性
質
を
も

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
は
、

ま
た
小
作
地
が

両
毛
作

の
水
田
に
集
中

す
る
よ
う

田年

に
、
と
く
に
畑
作
に
対
す
る
水
田
生
産
費
の
増
加
を
直
接
生
産
者
に
肩
が

わ
り
し
う
る
と
い
う
条
件

　治

と
が
相
侯

っ
て
豪
農
層
に
有
利
に
作
用
し
、
現
実
の
市
場
米
価
の
高
騰
に
よ

っ
て
国
家
取
分
の
減
少

明

に
と
も
な
い
五
割
以
上
の
地
主
取
分
を
可
能
と
し
て
い
る
。

云
う
ま
で
も
な
く
、
右
の
よ
う
な
事
情

は
、
前
述
の
如
く
、
算
定
法
自
体
が
現
実
の
地
主
小
作
関

係
に
立
脚
し
て
、
そ
の
取
分
比
を
算
式
化
し
た
た
め
で
、
旧
来
、
形
成
さ

れ
つ
つ
あ

っ
た
地
主
的
土

地
所
有
が
再
生
産
さ
れ
た
結
果
を
し
め
し
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
地
主
小
作
関
係

は
、
農
民
の
改
租
結
果
全
体
と

の
関
連
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
云
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第

一
に
、
農
民
の
地
租
改
正
に
お
い
て
も
、
農
村
内
部

の
現
実
の
所
有
関
係
を
そ
の
ま
ま
認
め
た



も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
旧
租
の
引
下
げ
の
明
確
な
意
図
は
存
在
せ
ず
、
相
対
的
に
低
下
し
た
貢
租
を
そ

の
ま
ま
継
承
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
し
か
し
、
生
産
力
水
準
に
照
応
し
た
地
租
の
平
準
化
を
も
た
ら
す
が
、
そ
の
う
え
に

一
般
的
に
形
成

を
み
る
農
民
剰
余
は
地
主

小
作
関
係
の
も
と
で
は
地
主
の
手
に
吸
収
さ
れ
る
性
格
を
も

っ
て
い
た
こ
と
、
第
四
に
、
米
価
騰
貴
と
以
後
の
地
租
の
固
定
化
は
、
剰
余

の
地
主

へ
の
集
中
を
促
進
し
、
経
済
変
動
に
と
も
な
う
農
村
工
業
の
不
況
の
も
と
で
は
、
豪
富
農
層
は
地
主
的
側
面
を
強
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
不
況
を
転
嫁
で
き
る
条
件
を
確
保
し
え
た
こ
と
。
第
五
に
、
こ
れ
に
加
え
、
土
地
丈
量
に
も
と
ず
く
私
的
所
有
の
法
認
は
、
萌
芽
的

に
形
成
さ
れ
た
農
民
的
剰
余
の
確
保
を
可
能
と
す
る
限
り
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
要
求
を
基
抵
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
経
営
基
礎
の
不
安
定

さ
は
直
ち
に
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的
発
展
を
可
能
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
、
地
主
的
土
地
所
有
は
萌
芽

利
潤
と
所
有
の
確
認
の
う

え
に
発
達
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
丈
量
と
収
量
の
公
示
は
小
作
料
の
割
合
確
定
を
容
易
と
し
、
小
作
地
の
遠
隔
地
設
定
の
可
能
性
を
拡
大

す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
第
六
に
、
し
た
が

っ
て
、

こ
の
段
階
に
推
進
さ
れ
た
農
民
の
手
に
よ
る
地
租
改
正
は
、
地
主

へ
転
化
し

つ
、
あ
る

富
農
層
に
適
合
的
な
改
正
で
あ

っ
た
と
云
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
諸
変
革
が
地
租
改
正
全
体
の
性
格
と
し
て
貫
流
し
、
そ
の
質
的
側
面
を

な
し
て
い
る
。

88

5
、
配
布
増
租
の
問
題
点

つ
ぎ
に
、
押
し
付
け
地
租
の
特
色
を
、
農
民
の
手
に
よ
る
改
租
と
同
様
の
方
法
に
よ

っ
て
検
討
し
、
憎
相
の
も
つ
意
味
を
若
干
問
題
と

し
て
お
こ
う
。

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
下
川
路
村
の
押
し
付
け
地
租
は
、
末
額
、
金
額
と
も
に
旧
租
に
対
し
二
倍
以
上
と
な

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う

な
村
単
位
の
平
均
的
結
果
を
階
層
別
に
み
る
と
、
田
畑
割
引
法
当
時
の
地
位
等
級
を
通
じ
て
配
付
さ
れ
た
た
め
、
収
益
方
式
本
来
の
機
能

と
し
て
の
階
層
間
の
平
準
化
を
破
壊
す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
七
表
に
み
ら
れ
る
如
く
階
層
ご
と
に
均
等
の
負

担
と
し
て
い
る
。
旧
租
を

大
き
く
上
廻
わ
る
七
七
〇
石
の
地
租
は
、
収
穫
の
約
四
割
を
収
奪
し
て
、
比
率
に
お
い
て
封
建
貢
租
と
か
わ
ら
な
い
。

こ
の
収
奪
の
割
合

は
、
九
年
の
市
場
米
価
に
よ
る
現
実
の
粗
率
に
お
い
て
も
わ
ず
か
に
低
下
す
る
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、

「
穫

ル
所

ノ
諸
穀
ヲ
売
却
シ

テ
租
額
ヲ
納
メ
、
残
穀
ヲ
計
フ

ル
ニ
其
百
分
ノ

一
二
過
キ
」
(-
)
ざ
る
情
勢
と
凝
り
、
改
租
反
対
運
動
を
積
極
化
さ
せ
る
原
因
と
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、

一
〇
年
の
地
価
修
正
を
勝
ち
と

っ
た
結
果

(九
千
円
余
)
と
、
地
租
の
百
分
の
二

・
五

へ
の
引
下
げ
、
米
価
騰
貴
と
に
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明治11年
実 質粗率

同 年
実質粗率

明治9年
粗 率

賜

つ

β

」
価
戯

銘

%

羽

霧

仰

49.9%

41.0

37。5

35.8

改 組 算

3円80銭

50.9%

44.0

40.2

38.7

改租算定価
3円52銭

0～5反

5反～2町

2～5

5町 以上

換算米価

よ

っ
て
、

よ

う
や

く

一
一
年

に

い

た

っ
て
政

府

の

意

図

し

た

収

穫

中

の

二
五

%

に
ま

で

融

さ

が

り

え

た

の

で
あ

る
。

も

ち

ろ

ん
、

平
準

化

を

基

礎

と

す

る

こ

の

よ
う

な

粗

率

の
変

縞

難
濃
籍
ボ終

講
鰐
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猷麓
蕪

鍛
総

欝

蕪
辮
鞭
聯
繋
鍵
韓
贈
叫睡

難

講
麟
襯犠
編
雌粥
諜
藤
施寵繧
携
舗
徽
鋪

舞

改

し
八

一
銭
の
畢

に
な
乏

す
ぎ
な
い
・

つ
ま
り
・

相
殺

す
れ
ば

あ
き
ら
か
な
よ
う

ロ

ロ

　

　

1

2

3

に

、

総
体

的

に

全

剰

余

の
収

奪

に
帰

結

し
た

と

こ

ろ

が

ら
、

下

川
路

村

に

押

し
付

け

ら

8

小 作地 主国 家

38.9%25.2%35.9%取 分

れ
た
地
租

は
、
ま
さ
に
、
自
作
経
営
に
お
け
る
萌
芽
的
利
潤
の
形
成
を
阻
止
し
、
経
営
展

開
に
停
滞
的
性
格
を
付
与

、
す
る
も
の
で
、
封
建
的
貢
租
と
本
質
的
に
変
わ
り
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

しな

そ
れ
ゆ
え
、
主
穀
生
産
を
中
心
と
す
る
水
田
地
帯
の
自
作
経
営
の
発
展
の
可
能
性
は
少

な
く
、
余
業

へ
の
依
存
と

ま含

労
賃
部
分
の
き
り
つ
め
、
穀
価
騰
貴
に
よ
っ
て
の
み
拡
大
再
生
産
が
可
能
と
な
る
に
す
ぎ

な
い
。

蹴

芳

・

こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
の
小
作
経
営
の
変
化
如
何
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
小
作
料

に
関
す
る
史
料

剛

が
乏
し
く
、
全
体
と
し
て
確
定
は
で
き
な
い
が
、
郡
村
総
代
に
し
て
+
年
代
を
通
じ
て
地

主
化
す
る
富
馨

村
家
の

岡

下
作
帳
.2
・
と
検
討
す
・
限
り
で
は
、

小
作
料
の
引
上
げ
は
行
嚢

れ
て
い
な
い
。
.」
れ
は
、
獲

の
算
定
に
も
と

家

つ
く
地
租
改
正
の
段
階
の
高
率
小
作
料
の
位
置
づ
け
が
、
飯
米
確
保
の
み
の
苛
酷
な

も

の

で

あ

っ
た
事
情
に
よ
う

潤

う
・
も
し
・
引
上
げ
が
行
な
わ
れ
な
か

・
た
と
す
れ
ば
・
取
盆

率
は
第

天

表
の
よ
う
に
な
る
・
農
民
の
算
定
に

一

よ
る
改
租
段
階
に
お
い
て
、
確
定
し
て
い
た
実
質
的
な
高
率
小
作
料
の
な
か
で
政
府
と
地

主
に
よ
る
再
分
配
が
行
な



わ
れ
、
国
家
取
分
の
増
大
が
、
五
割
に
近
か

っ
た
地
主
取
分
を
結
果
と
し
て
半
減
さ
せ
る
に
い
た

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
租
改
正

が
中
央
政
府
に
よ

っ
て
在
地
で
の
地
主
取
分
の
奪
取
を
ね
ら

っ
て
行
な
わ
れ
た
よ
う
な
地
帯
で
は
、
農
民
的
土
地
所
有
の
み
な
ら
ず
地
主

的
土
地
所
有
さ
え
も
阻
止
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
、
豪
農

(地
主
化
し
つ
つ
あ
る
富
農
)
層
は
、
生
産
者
的
側
面

ば
か
り
で
な
く
地
主
的
側

面
に
お
い
て
も
、
政
府
と
直
接
的
な
利
害
は
相
反
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
云
え
よ
う
。

以
上
、
極
く
簡
単
に
配
付
さ
れ
た
憎
相
と
経
営
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、

こ
の
帰
結
と
し
て
の
増
租
の
意
味
を
若
干
考
え
て
お

き
た
い
。

飯
田
地
方
の
地
租
改
正
に
お
い
て
、
農
民
の
算
定
段
階
に
み
ら
れ
た
諸
特
徴
は
、
検
査
例
に
も
と
つ
く
政
府
意
図
の
貫
徹
を
み
る
明
治

八
年
五
月
以
降
に
お
い
て
も
か
わ
り
な
い
。
所
有
関
係
の
承
認
に
お
い
て
、
旧
租
維
持
の
方
向
に
お
い
て
、
ま
た
階
層
間
の
平
準
化
に
お

い
て
し
か
り
で
あ
る
。
こ
の
両
期
の
差
、
す
な
わ
ち
推
進
者
た
る
豪
農
層
と
絶
対
主
義
官
僚
と
の
性
格
の
差
は
、
質
的
側
面
に
存
在
す
る

の
で
は
な
く
、
増
租
と
い
う
量
の
差
と
し
て
し
か
表
わ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
量
的
な
租
額
が
、
単
な

る
量
以
上
の
影
響
を
及
ぼ

し
質
的
な
地
主
的
土
地
所
有
を
生
み
出
す
原
因
は
、
集
約
農
法
に
も
と
つ
く
不
安
定
な
経
営
上
の
特
質
に
か
か
わ

っ
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
増
租
と
い
う
意
味
は
二
つ
に
区
分
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
つ
は
、
旧
粗
率
二
〇
%
か
ら
四
〇
%

へ
の
憎
相
を
み
た

9

下
川
路
村
の
場
合
で
あ
り
、
他
は
、
旧
来
の
低
下
旧
租
が
、
全
国
的
に
地
域
的
平
準
化
を
み
た
二
五
%
に
上
昇
す
る
場
合
で
あ
る
。
い
つ

れ
も
、
地
租
の
増
加
の
過
程
で
利
潤
率
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
経
営
の
不
安
定
と
相
俊

っ
て
、
自
作
経
営
の
停
滞
を
生
み
出
し
、
直
接
生

産
者
の
生
産
の
縮
小
と
小
作
地

へ
の
放
出
、
拡
大
を
必
然
化
す
る
も
の
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
全
国
的
平
準
化
の
た
め

の
比
率
二
五
%
は
、
そ
れ
が
全
国
に
お
け
る
平
均
的
な
旧
粗
率
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
、
旧
租
の
う
え
に
成
長
し
た
地
主
豪
農
層
の

そ
の
ま
ま
の
承
認
に
通
ず
る
の
で
あ
る
。
地
租
改
正
反
対
運
動
は
、
地
域
的
平
準
化
さ
れ
た
旧
粗
率
以
上
に
低
下
し
て
い
た
経
済
的
発
展

を
み
る
地
域
に
お
い
て

一
率
化
さ
れ
る
た
め
の
、
し
か
も
二
五
%
を
こ
え
て
さ
ら
に
増
租
と
な
る
飯
田
地
方
の
如
き
地
域
に
典
型
的
に
あ

ら
わ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、

こ
の
運
動
の
性
格
に
即
し
て
云
え
ば
、
相
対
的
低
下
を
み
た
旧
租
を
二
五
%
に
平
均
的
に
、
さ
ら
に
、
そ
れ
以
上
と
も

な
る
増
租
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
経
営
利
潤
の
形
成
に
付
与
さ
れ
た
停
滞
性
に
対
す

る
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
要
求
を
も

つ
も
の
で
あ

っ

た
が
、
当
面
の
課
題
た
る
豪
農
層
に
即
し
て
い
え
ば
、
従
来
の
手
作
経
営
的
側
面
を
縮
小
し
、
他
の
性
格
た
る
地
主

へ
の
傾
斜
を
円
滑
に



す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
等
は
有
利
に
自
己
の
転
換
を
は
か
り
え
た
わ
け
で
あ
る
。
惣
体
と
し
て
、
増
租
が
右

の
如
き
役
割
を
担

っ
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
旧
租
維
持
の
意
味
で
の
、
全
国
的
平
準
化
の
地
租
率
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
豪
農
層
に
、
否
、
地
主
化
し
つ
つ

あ

っ
た
富
農
層
に
適
合
的
な
改
正
で
あ

っ
た
と
云
え
る
。

ω

(嘆
願
書
)
飯
田
市
駄
料
北
沢
家
文
書

ω

明
治
三
年
～

一
五
年

下
作
帳
、
飯
田
市
川
路
今
村
家
文
書

む

す

び

以
上
、
飯
田
地
方
に
お
け
る
地
租
改
正
実
施
過
程
を
、
経
済
構
造
、
在
地
算
定
方
式
、
検
査
例
の
相
互
関
連

に

お

い

て
検
討
し

て
ぎ

た
。
こ
れ
か
ら
、
次
の
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な

っ
た
と
思
う
。

ま
ず
、
第

一
に
改
租
期
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
、
貢
租
は
す
で
に
相
対
的
に
低

下
し
萌
芽
的
利
潤
を
生
み

19

出
す
に
い
た

っ
て
い
た
が
、
経
営
の
特
質
か
ら
、
同
時
に
生
み
出
さ

れ

た
地
主
小
作
関
係
に
お

い

て
は
高
率

小
作
料
の
収
奪
が
行
な
わ

れ
、
農
民
独
自
の
算
定
に
よ
る
地
租
改
正
は
か
か
る
特
徴
を
そ
の
ま
ま
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ

ち
。
階
層
聞
の
平
準
化
に

よ
る
地
租
負
担
の
原
則
的
な
平
準
化
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
旧
租
維
持
と
地
主
小
作
関
係
の
再
生
産
が
行
な
わ
れ
、
豪
農
層
に
適
合
的
な

改
正
と
な

っ
て
い
た
。

第
二
に
、
そ
れ
ゆ
え
、
農
民
の
地
価
算
定
方
式
U
地
租
改
正
は
、
政
府
の
改
正
方
針
に
基
本
的
に
対
立
す

る

も

の

で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
絶
対
主
義
的
改
正
方
針
を
是
正
す
る
原
動
力
的
役
割
を
果
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
両
方
式
に
よ
る
地
租
改

正
は
同
質
的
側
面
を
多
分

に
も
ち
、
地
租
負
担
の
量
的
重
み
と
し
て
現
象
し
た
に
す
ぎ
な
い
、
い
い
か
え
れ
ば
、
旧
租
維
持

・
継
承
の
方

向
で
行
な
わ
れ
た
農
民
独

自
の
地
租
改
正
は
、
絶
対
主
義
官
僚
の
推
進
す
る
地
租
改
正
方
針
に
影
響
を
与
え
、
地
域
的
平
準
化
を
も
た
ら
す
検
査
例
を
正
面
に
お
し

出
し
、
地
価
の
性
質
も
法
定
地
価
の
色
彩
を
濃
厚
に
し
た
が
、
そ
れ
自
体
は
、
地
主

へ
の
転
化
の
要
素
を
つ
ね

に
内
包
し
、
萌
芽
利
潤
の

確
保
を
志
向
す
る
も
の
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
こ
の
こ
と
が
、
全
国
的
に
平
均
化
さ
れ
た
旧
租
の
押
し
付
け
の
も
と
で
、
地
租
の
量
的
側
面
に
お
い
て
地
主
的
土
地
所
有
の



阻
止
、
自
作
経
営
の
停
滞
性
を
生
み
出
し
た
が
、
質
的
に
は
、
以
降
の
全
機
構
の
な
か
で
体
制
的
に
確
立
す
る
地
主
的
土
地
所
有
の
形
成

の
起
点
と
な

っ
た
。

第
四
に
、
し
か
し
な
が
ら
、
増
租
地
の
典
型
と
し
て
の
こ
の
地
域

に
お
け
る
改
租
結
果
か
ら
、
旧
租
維
持
を
志
向
し
た
全
国
的
改
租
の

結
果
を
み
れ
ば
、
さ
き
に
低
租
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、

一
般
に
成
立
し
た
土
地
所
有
は
、
検
査
例
適
用
以
前
に
農
村
内
部
で
み
ら
れ
た
幕

末

.
明
治
期
の
発
展
を
平
均
的
に
公
認
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点

の
確
認
は
、
結
果
と
し
て
旧
租
継
承
が
み
ら
れ
た
地
帯
の

実
証
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
結
論
は
避
け
る
が
、

一
応
、
以
上
の
検
討
よ
り
、
成
立
し
た
土
地
所
有
は
農
民
的
土
地
所
有
と
地
主
的

土
地
所
有
の
重
星
的
法
認
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

附

記

研
究

に
あ
た

っ
て
機
会

を
与
え

て
下
さ

っ
た
古
島
敏
雄
先
生

、

つ
ね
日
頃
御

指
導
下
さ
る
木

村
礎
先
生
を
は
じ
め
宮
下
操
、
牧

内
雅
博
民
な
ど

現
地

の
方

々
の
御
世
話

に
な

っ
た
。

ふ
か
く
感
謝

し
た
い
。
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